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大
分
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企
画
課
に
よ

る
と
、
県
下
の
15
歳
以
下
の
子
ど
も
に
対
す

る
不
審
者
か
ら
の
声
か
け
事
案
は
近
年
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
（
左
上
グ
ラ
フ
参
照
）。
豊

後
大
野
市
に
お
い
て
も
声
か
け
事
案
は
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
様
々
な
取
り
組
み
の
成
果

に
よ
り
、
事
案
が
減
っ
て
い
ま
す
。

市
内
に
は
防
犯
意
識
の
高
揚
、
犯
罪
・
事

故
の
未
然
防
止
と
、
健
康
づ
く
り
な
ど
を
目

的
に
、
平
成
15
年
か
ら
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
隊
が
組
織
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
11
月
20
日

現
在
、
市
の
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
連
合
隊

に
加
入
す
る
団
体
は
26
団
体
、
１

５
１
６
人

に
も
な
り
、
市
民
の
防
犯
活
動
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

「
先
生
来
た
で
え
。
今
日
は
ど
こ
を
ま
わ
ろ

う
か
な
」
と
毎
日
夕
方
に
な
る
と
、
緒
方
小
学

校
職
員
室
に
こ
の
声
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。

声
の
持
ち
主
は
、
緒
方
小
と
連
携
し
な
が
ら

活
躍
す
る
「
緒
方
町
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
て
く
て

く
隊
」
の
方
々
。
機
動
部
隊
（
車
）、
単
車
部

隊
、
歩
行
部
隊
に
分
か
れ
て
毎
日
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

隊
長
の
椿
原
健
生
さ
ん
は
、「
毎
日
目
を
光

ら
せ
て
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
結
成
か

ら
丸
３
年
た
ち
ま
す
が
、
特
に
事
件
も
な
く

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
と
は
、

あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
親
し
く

な
る
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

保
育
園
児
か
ら
は
『
パ
ト
ロ
ー
ル
の
お
い
ち

ゃ
ん
、
ま
た
来
て
ね
』
と
言
わ
れ
、
う
れ
し

い
限
り
で
す
」
と
話
し
ま
す
。
隊
員
の
皆
さ
ん

は
、
無
理
な
く
自
分
の
ス
タ
イ
ル
で
活
動
。

緒
方
小
の
ほ
と
ん
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
呼
ば

れ
、
そ
の
時
も
い
つ
も
の
防
犯
ス
タ
イ
ル
で

登
場
し
、
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
す
。

市
内
自
治
委
員
さ
ん
宅
が
警
察
署
・
防
犯

協
会
指
定
の
「
地
域
安
全
連
絡
所
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
び
緒
方
町
の
自
治
委
員
さ

ん
の
発
案
で
自
治
委
員
さ
ん
の
所
有
す
る
車

を
「
動
く
地
域
安
全
連
絡
所
」
と
し
、
地
域
住

民
の
安
全
を
見
守
り
、
助
け
る
取
り
組
み
を

拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
県

下
で
初
め
て
の
試
み
と
の
こ
と
で
す
。

11
月
13
日
に
防
犯
ス
テ
ッ
カ
ー
の
交
付
式

が
行
わ
れ
、
玉
田
照
光
自
治
会
連
合
会
長
は
、

「
犯
罪
を
少
し
で
も
な
く
す
た
め
、『
自
分
た
ち

の
地
域
の
安
全
は
自
分
た
ち
の
手
で
守
る
』
こ

と
を
基
本
に
、
自
治
会
を
あ
げ
て
防
犯
活
動

を
強
化
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

近
年
の
状
況

無
理
な
く
「
て
く
て
く
」
と
パ
ト
ロ
ー
ル

県
内
初
「
動
く
地
域
安
全
連
絡
所
」

▲ 緒方町防犯パトロールてくてく隊の
機動・単車部隊の出発

11
月
20
日
現
在
、
豊
後
大
野
市
に
お
け
る
15
歳

以
下
の
子
ど
も
の
数
は
４

９
８
８
人
。
子
ど
も

は
親
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
地
域
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
「
宝
」
で
す
。
し
か
し
、
全
国
的

に
子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
と
な
っ
て
し
ま
う
痛
ま
し

い
事
件
や
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
豊
後
大
野

市
で
は
犯
罪
防
止
に
努
め
る
た
め
、
関
係
機
関
や

団
体
な
ど
が
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
の

防
犯
体
制
の
確
立
・
防
犯
活
動
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。

今
月
は
、
市
内
で
組
織
が
広
が
る
自
主
的
な
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
は
じ
め
と
し
た
、
子
ど
も
た

ち
を
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

,

,
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現
在
、
市
役
所
・
教
育
委
員
会
、
警
察
署
・

防
犯
協
会
、
保
育
園
・
幼
稚
園
、
小
中
学
校
、

高
等
学
校
、
専
門
学
校
な
ど
広
範
な
機
関
が

連
携
し
、「
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
係
る
豊
後

大
野
市
対
策
会
議
」
を
組
織
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
不
審
者
に
対
す
る
情
報
共
有
と
対
策

に
つ
い
て
意
思
統
一
し
な
が
ら
、
地
域
の
安

全
確
保
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
度
よ
り
市
は
、
防
犯
ブ

ザ
ー
と
、「
防
犯
ブ
ザ
ー
携
帯
」
と
書
か
れ
た

ス
テ
ッ
カ
ー
を
市
内
の
全
小
学
生
と
公
立
・
私

立
幼
稚
園
の
全
５
歳
児
を
対
象
に
配
布
。
各

学
校
で
は
防
犯
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
は
じ
め
、

不
審
者
対
策
に
係
る
実
践
的
な
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
全
小
中
学
校
に

保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
よ
る
学
校
安
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
（
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
）
が
組
織
さ

れ
、
県
教
委
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
、
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
な

ど
も
、
登
下
校
時
を
中
心
と
し
て
校
区
内
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施
及
び
、
学
校
へ
の
情
報
提

供
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ

か
市
内
の

高
校
生
に

よ
る
自
転

車
防
犯
診

断
、
あ
い

さ
つ
運
動

な
ど
の
活

動
を
す
る

「
高
校
生

防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」

や
、
企
業

に
よ
る
青
色
回
転
灯
装
備
車
の
寄
贈
、
事
業

所
の
「
子
ど
も
連
絡
所
」・
事
業
用
車
輌
の

「
子
ど
も
連
絡
車
」
と
し
て
の
登
録
、
ま
た
防

犯
の
た
め
の
連
絡
組
織
な
ど
が
結
成
さ
れ
、

防
犯
の
輪
が
市
内
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

豊
後
大
野
警
察
署
長
　
　

横
山
　
元
宣

安
全
・
安
心
の
ま
ち

づ
く
り
は
、
全
市
民
が
自
主
防
犯
意
識
を
持

ち
、
防
犯
の
基
本
と
な
る
「
カ
ギ
か
け
」
な
ど

自
分
た
ち
で
で
き
る
身
近
な
防
犯
活
動
を
進

め
て
い
た
だ
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
す
。

市
内
で
は
、
多
く
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
に
よ
る
地
域
見
守
り
活
動
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
警
察
は
、
こ
れ
ら
の
自
主
防
犯

活
動
を
全
面
的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
皆

さ
ま
方
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
住

み
よ
い
ま
ち
の
実
現
に
努
力
し
ま
す
。
今
後

と
も
、
市
民
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

市
内
の
各
地
で
、
子
ど
も
た
ち
と
自
主
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
ら
に
よ
る
あ
い
さ
つ
や

声
か
け
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
人
の
温

か
い
ま
な
ざ
し
と
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
感

か
ら
生
ま
れ
る
元
気
な
笑
顔
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。

市
民
皆
さ
ん
に
よ
る
安
全
・
安
心
を
守
る

た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
そ
の
成

果
は
出
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
事
件
・
事
故

は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、
油
断

は
禁
物
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
一
人
ひ
と
り
が
子
ど
も

た
ち
を
守
る
意
識
を
持
ち
、
自
分
で
出
来
る

行
動
を
起
こ
し
、
地
域
に
そ
の
輪
を
広
げ
、

犯
罪
の
な
い
明
る
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

企
業
や
高
校
で
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す

地
域
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て

自
主
防
犯
の
基
本
は
カ
ギ
か
け

▲ 玉田会長の車の前後２か所にも防犯ステッ
カーが 取り付けられました

10
月
29
日
、
朝
地
小
学
校
で
「
登
下
校
の
安

全
確
保
」
に
つ
い
て
の
全
校
集
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
誘
拐
防
止
の
た
め
の

ビ
デ
オ
視
聴
の
後
、
警
察
署
の
方
か
ら
防
犯

ブ
ザ
ー
の
大
切
さ
・
不
審
者
と
の
距
離
間
隔

な
ど
、
不
審
者
対
応
の
実
技
訓
練
を
受
け
ま

し
た
。

ま
た
、「
子
ど
も
防
犯
テ
キ
ス
ト
」
が
全
家

庭
に
配
布
さ
れ
、
５
つ
の
約
束
事
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
５
つ
の
約
束
が
、
常
に
徹
底
さ
れ
る

た
め
に
は
、
家
庭
教
育
の
中
で
の
継
続
し
た

取
り
組
み
が
重
要
で
す
。
ま
ず
は
各
家
庭
で
、

◎
子
ど
も
の
目
線
に
立
っ
て
、
日
常
的
な
防

犯
指
導
を
す
る
こ
と
。

◎
「
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
」
意
識
を
育
む

こ
と
。

な
ど
を
重

点
的
に
話

し
合
い
ま

し
ょ
う
。

▲ 渡辺藍さん（朝地小３年）
宅では早速「子ども防犯テ
キスト」で話し合いをしま
した

不
審
者
対
策
も
家
庭
教
育
が
出
発
点

い
ろ
い
ろ
な
組
織
が
連
携
し
て

①
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
行
か
な
い
。

②
何
か
あ
っ
た
ら
大
声
で
助
け
を
呼
ぶ
。

③
一
人
で
遊
ば
な
い
。

④
外
出
時
に
は
、
必
ず
「
行
き
先
」
を
言
う
。

⑤
何
か
あ
っ
た
ら
必
ず
言
う
。

▲ 金融機関安全安心まちづくり推進協議会▲ 高校生も様々な活動に取り組んでいます
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市
政
振
興
功
労
の
あ
っ
た
方
な
ど
を

表
彰
す
る
、
平
成
19
年
度
豊
後
大
野
市

民
表
彰
式
が
11
月
３
日
に
行
わ
れ
、
10

の
個
人
・
団
体
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

は
じ
め
に
市
長
が
「
皆
さ
ま
は
、
常
に

地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
増
進

の
た
め
に
、
率
先
垂
範
、
献
身
的
な
活

動
を
続
け
ら
れ
、
指
導
的
役
割
を
果
た

し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
方
の
こ

れ
ま
で
の
不
断
の
御
努
力
に
心
か
ら
敬

意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
」
と
式
辞
を

述
べ
、
そ
の
後
表
彰
状
と
記
念
品
が
各

受
賞
者
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を

受
け
、
三
重
町
の
原
田
芳
　
さ
ん
が
受

賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
、
式
は

終
了
し
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
表
彰

者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

●
地
方
自
治
功
労

成
田
三
吉
郎（
三
重
）、
羽
田
野
二
男

（
清
川
）

●
善
行
功
労

佐
藤
ミ
ツ
子（
三
重
）、
海
老
　
洋（
千

葉
県
松
戸
市
）

●
学
術
・
文
化
振
興
功
労

藤
三
一（
緒
方
）

●
農
林
業
功
労

五
郡
博
志（
三
重
）、
佐
伯
　
繁（
大
野
）

●
教
育
ス
ポ
ー
ツ
功
労

原
田
芳

（
三
重
）

●
治
安
維
持
・
安
全
功
労

江

賢（
三
重
）、
す
が
お
保
育
園

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ（
三
重
）

平
成
19
年
秋
の
叙
勲
褒
章
で
、
市
内

か
ら
８
名
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

受
章
さ
れ
ま
し
た
。
受
章
さ
れ
た
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
受
章

者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

●
春
秋
叙
勲

【
瑞
宝
単
光
章
社
会
福
祉
功
労
】

前
田
美
代
子（
三
重
）

●
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

【
瑞
宝
双
光
章
矯
正
業
務
功
労
】

木
津
幸
盛（
犬
飼
）

【
瑞
宝
双
光
章
警
察
功
労
】

佐
保
正
則（
清
川
）

【
瑞
宝
単
光
章
矯
正
業
務
功
労
】

小
野
勝
洋（
三
重
）

【
瑞
宝
単
光
章
防
衛
功
労
】

原
田
匡
文（
大
野
）

【
瑞
宝
単
光
章
警
察
功
労
】

三
浦
脩
一（
三
重
）

●
春
秋
褒
章

【
黄
綬
褒
章
業
務
精
励
】
浅
野
祐
良（
朝
地
）

【
藍
綬
褒
章
消
防
功
績
】
宮
成
三
生（
千
歳
）

10
月
11
日
、
大
分
市
で
開
催
さ
れ
た

大
分
県
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
県
民

大
会
に
お
い
て
、
市
内
か
ら
１
名
・
１

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は

次
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

●
大
分
県
防
犯
協
会
長
・
大
分
県
警
察
本

部
長
連
名
表
彰

【
個
人
】
加
峰
英
明（
三
重
）

【
団
体
】
大
分
県
建
設
業
協
会
大
野
支
部

11
月
３
日
、
文
化
の
日
知
事
表
彰
が

行
わ
れ
、
各
分
野
に
お
い
て
次
の
方
々

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆

さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
受

賞
者
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

【
地
方
自
治
】

宮
成
安
久（
犬
飼
）、
甲
斐
富
善（
緒
方
）

【
生
活
環
境
衛
生
】

三
重
町
く
ら
し
を
考
え
る
会
生
活
学

校
（
三
重
）

【
商
工
労
働
】
衛
藤
準
一（
緒
方
）

【
農
林
水
産
】

農
事
組
合
法
人
い
わ
ど（
清
川
）

文
化
の
日
の
豊
後
大
野
市
民
表
彰
を

文
化
の
日
の
豊
後
大
野
市
民
表
彰
を

文
化
の
日
の
豊
後
大
野
市
民
表
彰
を

は
じ
め
と
し
て
、
各
界
で
活
躍
さ
れ
る

は
じ
め
と
し
て
、
各
界
で
活
躍
さ
れ
る

は
じ
め
と
し
て
、
各
界
で
活
躍
さ
れ
る

市
民
に
褒
章
、
表
彰
、
感
謝

市
民
に
褒
章
、
表
彰
、
感
謝

市
民
に
褒
章
、
表
彰
、
感
謝

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
紹
介
し
ま
す
。

ご
紹
介
し
ま
す
。

・
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【
教
育
ス
ポ
ー
ツ
功
労
】

宮
崎
茂
喜（
三
重
）

自
然
歩
道
の
維
持
管
理
に
顕
著
な
功

績
が
あ
っ
た
個
人
・
団
体
に
贈
ら
れ
る

環
境
省
自
然
環
境
局
長
表
彰
を
、
三
重

町
の
神
田
豊
徳
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
豊
富
な
登
山
経
験
を
活
か
し
、
祖

母
・
傾
山
系
の
倒
木
除
去
や
登
山
マ
ッ

プ
作
り
な
ど
に
携
わ
っ
た
功
績
が
、
今

回
の
表
彰
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
神
田

さ
ん
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

10
月
25
日
、
別
府
市
で
第
２
回
大
分

県
地
域
福
祉
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ
、
永

年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
向
上
等
に
寄

与
さ
れ
た
個
人
・
団
体
に
対
し
て
、
表
彰

状
・
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
、
団
体
は
次
の
と
お
り（
敬
称

略
）。

●
大
分
県
知
事
表
彰

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

藤
康
晴（
清
川
）

【
社
会
福
祉
施
設
職
員
】

森
　
郁
子（
緒
方
）、
後
藤
京
子（
大
野
）、

後
藤
美
代（
大
野
）、
甲
斐
久
子（
三
重
）、

江
藤
イ
ツ
子（
三
重
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
】

近
藤
幸
男（
三
重
）

●
大
分
県
知
事
賞

【
大
分
県
高
齢
者
介
護
賞
受
賞
者
】

伊
藤

三（
三
重
）、
工
藤
孝
夫（
清
川
）、

谷
　
光
廣（
大
野
）

【
大
分
県
優
秀
老
人
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
ク
ラ
ブ
】

向
野
老
人
ク
ラ
ブ
朝
日
会（
三
重
）

【
老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
功
労
賞
受
賞
者
】

利
根
美
郎（
緒
方
）

●
大
分
県
知
事
感
謝
状

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
】

後
藤
康
弘（
三
重
）、
川
崎
園
子（
三
重
）、

佐

豊
三（
三
重
）、
緒
方
　
主（
緒
方
）、

安

初
子（
朝
地
）、
後
藤
八
重
子（
大

野
）、
河
野
全
厚（
大
野
）、
後
藤
シ
ズ

子（
犬
飼
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
・
団
体
】

三
浦
正
知（
三
重
）、
子
育
て
サ
ー
ク

ル
「
ス
キ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
」（
千
歳
）

●
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

【
民
生
委
員
・
児
童
委
員
特
別
功
労
者
】

森
喜
美
子（
朝
地
）

【
社
会
福
祉
施
設
職
員
】

首
藤
鈴
子（
緒
方
）、
後
藤
民
子（
緒
方
）、

渡
邊
八
重
子（
緒
方
）、
佐
藤
富
美
香

（
三
重
）、
後
藤
紀
代
美（
三
重
）、
吉

田
哲
郎（
別
府
市
）

【
優
良
社
会
福
祉
施
設
】

任
運
荘（
緒
方
）、
め
ぶ
き
園（
犬
飼
）

【
模
範
自
力
更
生
者
】

工
藤
キ
ヌ
ヱ（
朝
地
）、
亀
石
茂
義（
三

重
）、
麻
生
幸
長（
清
川
）、
佐
藤
法
弘

（
犬
飼
）、
釘
宮
晶
子（
朝
地
）

●
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

【
社
会
福
祉
事
業
奉
仕
者
・
団
体
】

工
藤
　
清（
朝
地
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
豊
の
船（
犬
飼
）

●
大
分
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

【
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
賞
受
賞
ク
ラ
ブ
】

砂
田
老
人
ク
ラ
ブ（
清
川
）、
山
奥
老

人
ク
ラ
ブ
恵
美
寿
会（
犬
飼
）

【
老
人
ク
ラ
ブ
功
労
賞
受
賞
者
】

荒
巻
一
人（
緒
方
）、
和
田
政
廣（
朝
地
）

８
月
28
日
、
別
府
市
で
開
催
さ
れ
た

大
分
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
に
お

い
て
、
永
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
と
し

て
地
域
に
貢
献
さ
れ
た
個
人
に
対
し
て
、

表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
、
市
内
か
ら
も
次

の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

●
大
分
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長
表
彰

藤
康
晴（
清
川
）

平
成
19
年
度
全
国
社
会
福
祉
大
会
の

厚
生
労
働
大
臣
表
彰
事
業
従
事
者
表
彰

（
社
会
福
祉
事
業
に
永
年
従
事
し
、
そ
の

功
績
が
顕
著
で
あ
る
）に
お
い
て
、
市
内

か
ら
２
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

●
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

【
事
業
従
事
者
】

杉
谷
佳
代
子（
三
重
）、
神
田
年
生（
三
重
）

10
月
31
日
、
大
分
市
で
開
催
さ
れ
た
統

計
の
日
記
念
式
典
に
お
い
て
、
次
の
方
に

農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

●
農
業
経
営
統
計
調
査

【
15
年
】沓
掛
義
徳（
千
歳
）【
５
年
】安

達
徹
洋（
犬
飼
）、
衛
藤
元
明（
清
川
）

●
林
業
経
営
統
計
調
査

【
５
年
】江
藤
昭
生（
三
重
）、
吉
野
敦

士（
清
川
）、
武
藤
和
義（
大
野
）

10
月
１
日
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

多
年
に
わ
た
り
人
権
思
想
の
普
及
に
努

め
ら
れ
た
３
名
に
法
務
大
臣
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

宮
崎
茂
喜（
三
重
）、
波
津
久
公
子（
三

重
）、
原
野
帝
子（
大
野
）

11月８日、鹿児島市で開催さ
れた平成19年度九州八県支部連
合赤十字大会において、赤十字
事業の推進に貢献された市内の
２名に対して、日本赤十字社名
誉副総裁高円宮妃殿下より有功
章が授与されました。受章者は
次のとおり（敬称略）。

【金色有功章】
渡辺ハマ子（三重）
中村　幸雄（千歳）
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11月に行われた、全日本剣道選手権で審判長を務め
た後藤清光さん（三重町内田）は、おおいた国体剣道の
アドバイザーです。後藤さんは高校卒業後皇宮警察に
入り、夢だった昭和天皇皇后の側近となり、剣道では
海外30カ国以上にも派遣されています。その後警察大
学校で剣道の指導を行いました。定年退職後帰郷し７

年間、後進の指導をしています。
後藤さんが剣道を始めたのは
高校２年生のときで、以後50
年剣道を続けその腕前は範士８
段。毎週火曜日には、後藤さん
の指導を仰ごうと、市内はもと
より市外からも選手がやってき
ます。
後藤さんは、「おおいた国体

では怪我をしないで、やるべき

ことはしっかりやって望みたいです。そのためには、
いろいろなことを想定して稽古をしなければと思って
います」と話しています。

陸上自衛隊西部方面特科隊＝湯布院駐屯地＝と豊後大野市は、10月30日（火）
に第63回国民体育大会馬術競技リハーサル大会の運営協力に関する覚書の交換
を行いました。
同大会は、平成20年５月24日、25日の２日間、豊後大野市三重総合グラウン

ド特設馬術場で開催されます。
自衛隊は馬術用障害物の設置、点検、撤去を担当するほか、落馬した選手の救

助や救護補助などを通じて大会運営を支援していただきます。交換式終了後、芦
刈市長が「自衛隊の協力がなければ国体の成功はあり得ません」と述べ、松井隊長
も「自衛隊の組織力を活かして支援に当たります」と決意を表明しました。

▲「皆ある程度の力はある。
国体に100%出せるよう
に持っていきたい」と語
る後藤さん

▲「後藤先生には無駄な動きがまったくない」と選手のみなさん▲「後藤先生には無駄な動きがまったくない」と選手のみなさん▲「後藤先生には無駄な動きがまったくない」と選手のみなさん

第63回国民体育大会馬術競技リハーサル大会覚書交換式が行われました

大野町佐代老人クラブニコニコ会大野町佐代老人クラブニコニコ会大野町佐代老人クラブニコニコ会
（会員（会員（会員505050名）のみなさんが、めじろんの名）のみなさんが、めじろんの名）のみなさんが、めじろんの
案山子を作成し、案山子を作成し、案山子を作成し、“大野町まるごと感謝“大野町まるごと感謝“大野町まるごと感謝
祭案山子コンテスト”に出品しました。祭案山子コンテスト”に出品しました。祭案山子コンテスト”に出品しました。
来年の国体に向けて大野町のソフト来年の国体に向けて大野町のソフト来年の国体に向けて大野町のソフト

ボール会場のＰＲをしようと、ソフトボール会場のＰＲをしようと、ソフトボール会場のＰＲをしようと、ソフト
ボールをしているめじろんの大作を４日間かけて作りました。ボールをしているめじろんの大作を４日間かけて作りました。ボールをしているめじろんの大作を４日間かけて作りました。
来年はソフトボール会場に飾り、多くの人を温かいおもてなし来年はソフトボール会場に飾り、多くの人を温かいおもてなし来年はソフトボール会場に飾り、多くの人を温かいおもてなし
の心でお迎えしようとはりきっています。の心でお迎えしようとはりきっています。の心でお迎えしようとはりきっています。

「チャレンジ！おおいた国体」の　　　　　　　です！

どんぐり幼稚園の年長ことり組（19名）のみなさんは、
『めじろんダンス』の曲を太鼓で演奏しています。乗りの
良い曲だから１日で覚えたというほど『めじろんダンス』
大好きの園児たち。
11月１日は、三重郵便局の年賀状発売開始イベントで
披露しました。とって
もかわいい法被姿に沿
道からも拍手をもらっ
ていました。
これからもいろんな

ところで演奏し「チャ
レンジ！おおいた国体」
を応援してね！

おおいた国体アドバイザーおおいた国体アドバイザーおおいた国体アドバイザーおおいた国体アドバイザー
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『いつまでも元気で、住み慣れた家庭や地域で暮らしていきたい！』

人権推進同和対策課 人権推進同和対策班　D0974ー22ー1001（内線2315）問い合わせ先

『いつまでも元気で、住み慣れた家庭や地域で暮らしていきたい！』
その願いを叶えるために、地域包括支援センターでは介護予防教室を開催しています。

65歳以上の方で、介護保険の要介護・要支援状態になるおそれのある方（国の示した基準があります）を対象に開
催しています。今回は、ニコニコリハビリテーションセンターでの教室風景を紹介します。

▲ボールを使っての体操
自宅でもチャレンジしてみましょう

▲ボディスパイダーを使っての運動
自分のペースにあわせて、頑張りましょう

▲みなさん教室にも慣れて、自分から積極的に行
えるようになってきました

とが生まれたのか、そして、解決のために今何が行われ
ているのか、それらを理解した上で、差別を許さない強
い心をもって、自分のこととして行動していくことが大
切です。

幸せな明日のために
差別はすべて人によってつくられたものです。それな
ら人によってなくすことができるはずです。
すべての人が、しあわせに暮らせる日がくるまで、同
和問題をはじめあらゆる差別をなくす努力を続けていき
ましょう。

人権はみんなのもの
人権は一人ひとりのものであり、そして社会みんなの
ものです。
誰かの人権がうばわれているということは、自分の人
権もまたうばわれる可能性があるということです。
「自分とは関係ない」という態度では、差別を私たち
の社会からなくすことはできません。
同和問題はことさら取り上げなくても、このまま放置
しておけば社会の進化にともなって、いつとはなく解消
するという「寝た子をおこすな」の考え方があります。
しかし、見て見ぬふりをするだけでは、正しい人権意
識を身につけることもできず、差別の解消につながりま
せん。

自分のこととして
自分は差別したことも、差別されたこともないという
人がいるかもしれません。
しかし、差別はあなたのまわりで今も起きています。

差別をなくすためには、まず差別について知ることです。
どのようなことが起きているのか、なぜそのようなこ
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総務課　地域安全班　D0974ー22ー1001（内線2019）問い合わせ先

企画調整課　D0974ー22ー1001（内線2061）問い合わせ先

豊後大野市消防団は、連合消防団制を暫定的に採用しており

７つの消防団が存在しています。しかし、多くの消防団で定数

割れが生じ、市外で働く消防団員も増えています。また、市町

村合併により各支所の職員団員の約75％が本庁へ異動となり、

昼間の消防力低下が懸念されていました。

そのような中、９月25日付けにおいて昼間活動できるＯＢ消

防団員30名が現在の消防団の機能別消防団員として再加入。６

つの各支所管内を管轄する各消防団に再加入したＯＢ団員は、

市の管理職をはじめ、消防団歴25年以上の経験のあるベテラン

元団員もおり、今後地域の消防力の向上が期待されています。

また、消防庁の調査によると８分以内に消火活動ができなけ

れば火災による延焼率が大幅に上昇するといわれています。そ

こで、消防団の充実強化のみならず、消防隊到着までの初期消

火活動体制を確立するため、市内２か所の自主防災組織（千歳

町大迫、清川町中村）をモデルとして、消防団応援隊（初期消化

隊）を結成。今後は平成20年までに各町につき１地域をモデル

に設定し、消防団組織と地域自主防災組織が一体となった総合

的な消防力の向上を目指します。

この２つの取り組みを同時に始めたのは全国で初めてのこと

です。今後とも各地域の皆さまのご理解・ご協力をお願いします。

市庁舎（市役所）は、老朽化や容量不足などから数々の問題を抱えてい

ます。また、大野郡５町２村合併協議会による協議では、合併後おおよ

そ５年以内に新庁舎を三重町に建設する方向となっていました。これら

のことから、市では豊後大野市庁舎検討委員会（以下「検討委員会」とい

います）を設置し、現庁舎の抱える問題点を整理し、“将来に向けてある

べき庁舎像”などについて検討しています。

市庁舎といえば、これまでは“行政関係者のための建物”と思われがち

でしたが、現在では、“市民のための庁舎”という考え方を基本理念とし、

市民交流、市民活動、環境、安全・安心、防災拠点機能などを重視する傾向となっています。

市庁舎のありようは、今後のまちづくりにおいても極めて重要なことであることからも、検討委員会の意向も踏まえ、市

としての基本的な考え方をある程度まとめたうえで、その内容を市民皆さまに公表し、ご意見などを伺いたいと考えていま

す。なお、検討委員会は公開としています。

清
川
町
消
防
団
長
か
ら
機
能
別
団
員
へ

辞
令
交
付

▲

▲第３回庁舎検討委員会の様子

①　本庁舎（旧三重町役場）が老朽化していることから、雨漏りや空調設備の不調などの対策が必要
とされています。

②　旧基準で設計されているため大規模地震など、災害が発生したときに大きな被害を受ける恐れ
があり、市民生活を守るための活動に支障が生じる恐れがあります。

③　合併による行政の広域化などにより庁舎が手狭となっています。
④　会議や健康診断、市民相談などに応じるための部屋の確保が困難となっています。
⑤　エレベーターが設置されていないなど、高齢者や障がい者の方に不便をかけています。
⑥　構造上、行政の情報化などへの対応が困難となっています。
⑦　駐車場が狭く、役所へ御用の方にご迷惑をかけています。
⑧　その他にも、老朽化や手狭なことなどから様々な問題を抱えています。

※また、市中央公民館や消防本部庁舎も本庁舎と同様の問題点を抱えています。

本庁舎の
問題点
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最近、野外でごみを焼くことによる悪臭や煙などによる被害の苦情が多く寄

せられています。

野外でごみを焼くことは、一部の例外を除いて｢廃棄物の処理及び清掃に関す

る法律｣で禁止されています。

地面で直接ごみを焼くことはもとより、簡易焼却炉・ブロック積みなどの焼

却炉・ドラム缶などによるごみ焼きは、全て“野焼き”とみなされます。

また、例外とされている日常生活で軽微に行われているものであっても、周

辺住民の方々に対して、｢煙が家に入ってくる｣・｢悪臭がする｣・｢目にしみ

る｣・｢のどが痛い｣・｢洗濯物が汚れる｣・｢火の粉が飛んできて危ない｣などの被害を及ぼす恐れが

ありますので、できる限り焼かないようにして、ごみの分別、減量化、資源化に努め、ごみステー

ションに出すか、清掃センターに持ち込むようにしましょう。

野焼きをすることでダイオキシンを発生させてしまい、環境汚染の原因にもなってしまいますの

で、環境にやさしい住みよいまちをつくるために、市民一人ひとりがご協力くださるようお願いし

ます｡

農業振興センター内　農業振興課　農業振興班
D0974ー24ー0100 FAX 0974ー24ー0330

問い合わせ先

環境衛生課　D0974ー22ー1001（内線2341～2345）問い合わせ先

・国又は地方公共団体がその施設の管理を行うために必要な廃棄物の焼却
〔河川管理のために草刈りや伐採等した草木を焼却するなど〕

・震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害の予防、応急対策又は復旧のために必要な廃棄物の焼却
〔凍結防止のための稲わら等を焼却するなど〕

・風俗慣習上又は宗教上の行事を行うために必要な廃棄物の焼却
〔祭りやお焚き上げなど、地域や宗教行事などで廃材等を焼却するなど〕

・農業、林業又は漁業を営むためにやむを得ないものとして行われる廃棄物の焼却
〔害虫の駆除のために稲わら等を焼却するなど〕

・たき火その他日常生活を営む上で通常行われる廃棄物の焼却であって軽微なもの
〔たき火やキャンプファイヤーなどで枯れ葉や木くず等を焼却するなど〕

○病害虫や雑草の早期発見に努める
○栽培前に、病害虫に強い作物や樹木、品種について検討する
○連作を避け、適切な土作りや施肥の実施を行う
○農薬以外の物理的防除を優先して行う

○飛散しない農薬を選ぶ
（誘引、塗布、樹幹注入や粒剤など、飛散の少ない農薬を活用）

○農薬の飛散防止に最大限の配慮をする
（風の無いとき・低圧散布・ノズル選定）

○農薬はラベルに記載された内容に従って使う
（登録農薬の適正使用）

○事前に十分な周知を行う（散布周囲者への連絡確認）
○散布区域に人が入らないよう対策を講じる
（散布看板の設置などで周知）

○農薬の使用履歴を記録し、保管する
（散布年月日時間・農薬名・散布量希釈など）

○むやみな農薬の現地混用は行わない（ラベル注意事項を必ず守ること）

農薬使用の回数と量を減らすためにできること

農薬を使用する場合に守るべきこと

●「農薬コーナー（農林水産省）」
http://www.maff.go.jp/nouyaku/
●農薬の適用内容の確認ができるホームページ
「農薬登録情報検索システム（独立行政法人農林水産消費安全技術センター）」
http://www.acis.famic.go.jp/searchF/vtllm001.html
●環境における農薬のリスク評価・管理に関する情報が入手
できるホームページ
http://www.env.go.jp/water/noyaku.html 

●環境省農薬環境管理室
〒100-8975 東京都千代田区霞ヶ関１－２－２
d03（3581）3351（代表）
環境省ホームページ　http://www.env.go.jp/

●農林水産省農薬対策室
〒100-8950 東京都千代田区霞が関１－２－１
d03（3502）8111（代表）
農林水産省ホームページ　http://www.maff.go.jp/

＜リーフレットの詳しいお問い合わせ先＞

農薬に関する諸情報及び飛散防止に関する情報が
入手できるホームページ＜ ＞

学校、保育所、病院、公園などの公共施設、街路樹、住宅
地とこれに近接する土地、住宅地に近接する森林など、及び
住宅地に隣接した家庭菜園の管理にあたっては、農薬の飛散
を原因とする、住民や子どもなどへの健康被害が生じないよ
う、できるだけ農薬を使用しない管理を心がけましょう。
また、農薬を散布せざるを得ない場合でも、農薬の飛散防
止に努めるなど、十分な配慮をしましょう。

法
律
で
例
外
と
さ
れ
て

い
る
も
の

農薬飛散による被害の発生を防ぐために
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小小小小小野光子さん100歳おめでとうございます野野光光子子ささんん110000歳歳おおめめででととううごござざいいまますす野光子さん100歳おめでとうございます野光子さん100歳おめでとうございます
11月２日、三重町の小野光子さんが

100歳の誕生日を迎え、市長や家族の皆
さんから祝福を受けました。本を読むの
が好きで、今でも多岐の分野の本を読ま
れるそうです。「健康であること以上に、
家族や社会の支えがあっての長寿です」
と話される小野さん。ご家族の多くの祝
福は、これからも長生きする支えになっ
ています。

｢第｢｢第第｢第｢第８やくしん１」号が全国で入賞！８８ややくくししんん１１」」号号がが全全国国でで入入賞賞！！８やくしん１」号が全国で入賞！８やくしん１」号が全国で入賞！
第９回全国和牛能力共進会が鳥取県で10月11日から

開催されました。38道府県代表の種牛、肉牛492頭が
審査され、大分県代表の佐々木国彦さん（三重町）所有
の「第８やくしん１」号が第３区（若雌の２）で見事優等
賞４席に入賞。佐々木さんは「前回出場時の６席より
少しでも上にいければいいと思っており、自分なりに
充分満足。年をとってきたが、５年先の長崎大会にも
元気であれば、ぜひ挑戦したい」と話していました。
また、登録事業功労者表彰で清田清春さん（大野町）

がこれまでの功績を称えられ表彰を受けました。

｢つ｢｢つつ｢つ｢つるしげ」号がグランドチャンピオンにるるししげげ」」号号ががググラランンドドチチャャンンピピオオンンににるしげ」号がグランドチャンピオンにるしげ」号がグランドチャンピオンに
第68回大分県畜産共進会が、10月６日（肉牛の部）、

17日（乳用牛の部）、20日（肉用牛の部）に開催されま
した。県内からえりすぐりの愛畜が出品され、豊後大
野市からは計
25頭が出品さ
れました。肉用
牛の部では、朝
地町の安藤大作
さん所有の「つ
るしげ」号がグ
ランドチャンピ
オン（農林水産
大臣賞）に選ば
れました。

▲絵画鑑賞も好きだという小野光子さん

▲「第８やくしん１」号と佐々木国彦さん

▲グランドチャンピオンの「つるしげ」号と安藤大作さん

大大大大大分産米の産地交流会分分産産米米のの産産地地交交流流会会分産米の産地交流会分産米の産地交流会
（財）大分県学校給食会と大分産オリジナル米「おおい
た11（イレブン）」を契約栽培している朝地町北平地区の
農事組合法人「阿志野郷（あじのごう）」の田んぼで、10
月13日、大分市内の小学生と保護者、法人関係者らを合
わせて約120人が参加して産地交流会が行われました。
この交流会は「おおいた11」を学校給食に普及させる

ため、同法人と消費者との相互理解を深めることを目的
に開催。鎌を使った稲刈り体験に子どもたちは悪戦苦闘
しながらも、みるみる上達。「もっと稲刈りしたい」とい
う声も。お昼には新米試食会やお米に関する学習会も行
われ、参加者は秋の一日を満喫しました。

脱
穀
も
体
験
し
ま
し
た

▼

電電電電電子入札システムが本格稼動しました子子入入札札シシスステテムムがが本本格格稼稼動動ししままししたた子入札システムが本格稼動しました子入札システムが本格稼動しました
行政事務の効率化・コスト削減や入札事務の透明性

を目的とし、本年５月より試行運用を行っていた「電子
入札システム」の本格運用が10月１日より始まりまし
た。本格運用後初となる開札日の10月12日、本格稼動
式を行い芦刈市長が１件目の開札を行いました。

▲開札ボタンを押す芦刈市長
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大
き
い
芋
が
掘
れ
ま
し
た
〜
！

朝朝朝朝朝ごはんを食べよう！ごごははんんをを食食べべよようう！！ごはんを食べよう！ごはんを食べよう！
千歳小学校で食育学習会千千歳歳小小学学校校でで食食育育学学習習会会千歳小学校で食育学習会千歳小学校で食育学習会

10月17日、市の食育推進事業として千歳小学校６年
生が、朝ごはんの大切さを学びました。はじめに、子ど
もたちが食べたい朝食をグループごとに発表した後、栄
養指導を受けました。その後、朝ごはんの大切さや、食
の話を聞き千歳町の食材について説明を受けました。
また、生のキ

ュウリに地元で
作った３種類の
味噌をつけ試
食。
次回はこの味

噌を使って「朝
ごはんをつくろ
う」に挑戦です。

▲どんな味がするのかな？

災災災災災害時相互応援協定害害時時相相互互応応援援協協定定害時相互応援協定害時相互応援協定
10月20日、豊後大野市は友好都市である東京都台東

区と災害時の応急対策や復旧に協力する「災害時相互応
援協定」を結びました。この協定は、台東区と姉妹都市、
友好都市である６市町間（宮崎県大崎市、長野県諏訪市、
福島県南会津町、会津美里町、栃木県日光市）で締結さ

れ、各自治体が備
蓄している食料や
災害時用トイレな
どの物資を被災自
治体に提供するこ
とや家屋の応急危
険度判定のための
資材や職員を送る
ことなどを定めて
います。▲調印式での７市区町代表者

楽楽楽楽楽しい一日を過ごしましたししいい一一日日をを過過ごごししままししたたしい一日を過ごしましたしい一日を過ごしました
市内認可私立保育園の共同イベント「げ

んきキッズあつまれ！」が10月27日、フ
レッシュランドみえで行われました。オープニングでは
年中・年長園児が元気にめじろんダンスを踊りました。
また巨大迷
路や手作り
おもちゃコ
ー ナ ー な
ど、親子が
ふれあいな
がら楽しい
一日を過ご
しました。

▲元気にめじろんダンスを踊ったよ

豊豊豊豊豊後大野市安全安心まちづくり推進大会後後大大野野市市安安全全安安心心ままちちづづくくりり推推進進大大会会後大野市安全安心まちづくり推進大会後大野市安全安心まちづくり推進大会
安全で安心して暮らせる豊後大野市づくりを目的と

して、10月16日、豊後大野市安全安心まちづくり推進
大会がエイトピアおおので開催
され、自主防犯活動の推進に功
労のあった２個人、１団体が表
彰されました。
また市内の犯罪状況、市内で

の防犯に向けた取り組み事例発
表などがあり、参加者は熱心に
学習しました。

取り組み事例を発表する
百枝小学校の小田部博校長

▼

体体体体体験を通じて秋を感じました験験をを通通じじてて秋秋をを感感じじままししたた験を通じて秋を感じました験を通じて秋を感じました
10月28日、都市と農村の交流体験ツアーが市外から

28名の方が参加して行われました。
午前中は大野町でさつま芋掘り。土深く埋まったさつ
ま芋を苦戦しながら掘り起こしました。午後は緒方町で
柿もぎが行われ、たわわに実った柿を食べながらもぐ姿
も。参加
者は体験
を通じて
秋の一日
を満喫し
ました。

秋秋秋秋秋空の中　たすきをつなぐ空空のの中中 たたすすききををつつななぐぐ空の中 たすきをつなぐ空の中 たすきをつなぐ
10月23日、

千歳総合運動公
園周辺にて豊後
大野市中学駅伝
競走大会が行わ
れました。女子
は５区12kmに
10チーム、男子
は６区20kmに
11チームが参
加。各選手とも日頃の厳しい練習の成果を発揮しまし
た。結果は次のとおり。
【女子】優　勝：三重中Ａチーム

準優勝：清川中Ａチーム
第３位：大野中Ａチーム

【男子】優　勝：三重中Ａチーム
準優勝：三重中Ｃチーム
第３位：大野中Ａチーム

また、11月10日の大分県大会で、三重中の女子が２
位（九州大会出場）、男子が４位に入賞しました。

▲勢いよくスタート

▼
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日日日日日本画「門飾の家」寄贈される本本画画「「門門飾飾のの家家」」寄寄贈贈さされれるる本画「門飾の家」寄贈される本画「門飾の家」寄贈される
東京藝術大学助教の海老（え
び）洋（よう）先生から豊後大
野市に寄贈された日本画「門
飾（もんかざり）の家」（150号）
が、11月１日にエイトピアお
おの１階ホールに設置され、
公開されています。
東京都台東区と本市との友

好交流の中で、台東区に所在
する東京藝術大学の海老先生
の作品を本市が譲り受けるこ
とになり、

昨年12月に芦刈市長が同大学を訪問
し、寄贈が決定しました。
このほど表装等の処理を終えて、

展示されることとなりました。ぜひ
ご覧ください。

▲エイトピアに飾られた「門飾の家」

▲海老洋先生

生生生生生演奏にうっとり演演奏奏ににううっっととりり演奏にうっとり演奏にうっとり
11月９日、

犬飼中学校体
育館でヨーロ
ッパや日本各
地で活躍中の
平野真敏さん
のヴィオラ・
アルタと中村
欣子さんのピ
アノによる演奏会が行われました。今年２月に完成し
た体育館で初めての音楽会に保護者や地域の方々も参
加し、２人の奏でるすばらしい音楽に聞き入りました。
生徒会長の高下翔也さんは「この感動はいつまでも心
に残ります」と話していました。

減減減減減農薬栽培を勉強しました農農薬薬栽栽培培をを勉勉強強ししままししたた農薬栽培を勉強しました農薬栽培を勉強しました
10月29日、三重東小

学校５年生３名が総合学
習の一環で、三重町中小
坂で減農薬栽培に取り組
んでいるイチゴ栽培農家
「あっきらきら農園（赤嶺
昭さん）」を訪問しました。
子どもたちは、赤嶺さん
夫婦からいちご栽培の概
要を聞き、人に優しい安全安心な農産物の栽培方法や
流通方法など、日頃疑問に思っていることを質問。赤
嶺さんの話を熱心に聞きながら実際に栽培しているイ
チゴハウスを真剣な眼差しで見学しました。

▲いちごの写真もしっかり撮りました

がががががんばれ大分国体！んんばばれれ大大分分国国体体！！んばれ大分国体！んばれ大分国体！
豊後大野路かかしコンテスト豊豊後後大大野野路路かかかかししココンンテテスストト豊後大野路かかしコンテスト豊後大野路かかしコンテスト

2008おおいた国体の
開催をテーマに「豊後大
野路かかしコンテスト」
を実施し、清川町のへき
地清川保育所・牧口保育
所より応募していただき
ました。かかしは、豊後
大野市で開催される乗馬
と剣道をテーマにしたも
ので、現在、市役所前広
場に展示しています。２
つのかかしともとてもか
わいい作品でした。今後
は、国体ＰＲのために活
用させていただきます。

▲大分国体、剣道する人頑張ってね(^o^)
みーんなで応援しているよ（牧口保育所）

元元元元元気で明るい農業をめざして気気でで明明るるいい農農業業ををめめざざししてて気で明るい農業をめざして気で明るい農業をめざして
11月８日、

エイトピアお
おので豊肥地
区集落営農推
進研修会が行
われました。
本研修は集落
営農組織リー
ダーが先進事

例研究や情報交換を行うことにより、集落営農組織の
更なる育成・発展を図ることを目的に開催。
「みんなで楽しく集落営農！」と題した滋賀県の上田
栄一さんの講演や、集落ぐるみで取り組む鳥獣害対策、
法人経営安定に向けた取り組みの事例発表などが行わ
れました。

▲熱心に話を聴く集落営農組織リーダーたち

▲平野さんらの演奏に聞き入る参加者

患患患患患者さんのお役に立ちたい者者ささんんののおお役役にに立立ちちたたいい者さんのお役に立ちたい者さんのお役に立ちたい
11月13日、

緒方工業高校
の機械科３年
生７人の皆さ
んが、車イス
と歩行器を、
公立おがた総
合病院に寄贈
しました。車
イスは、施設で使えなくなったものを譲り受け、自分
たちで修理。歩行器は、もっと使いやすいようにと改
良されています。「卒業後も、それぞれの進路で人の役
に立てるようになりたいです」と話すのは、足立光さ
ん。きっと立派な大人になれますよ！

▲機械科３年生７人の皆さんと寄贈した車イス
頑
張
れ
大
分
国
体
！

（
へ
き
地
清
川
保
育
所
）

▼
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◎紙面の都合により写真と結果のみ掲載

三重ジュニアバドミント
ン少年団の佐藤寿紀さん・
宇都宮想さんと、狩生萌さ
ん・高橋彩良さんのペアが
出場。

（10月27日～28日開催）

第24回全九州小学生バドミントン選手権大会 清川軟式野球連盟会長杯野球大会

【駅伝の部】
優　勝：原田
準優勝：漆生　
第３位：柴山
【タイム宣言の部】
優　勝：高添
準優勝：大迫
第３位：原田
（11月11日開催）

▲駅伝の部で優勝した原田区

第３回千歳町地区対抗駅伝競走並びに
タイム宣言レース大会

【男子の部】
Ｂクラス優勝：朝地中学校

（10月21日開催）

▲エイトピアで熱戦を繰り広げました

国際ロータリー第2720地区
第５回青少年卓球大会

優　勝：クラブＺ　　　　　準優勝：岡本病院
最優秀選手賞：松尾幸治（クラブＺ）
優 秀 選 手：小野正博（岡本病院） （９月４日～開催）

▲九州大会に出場した選手たち

優　勝：中央化学
準優勝：つくしクラブ
第３位：千歳小町

（10月23日～24日開催）

第３回千歳町職域並びにクラブ
チーム対抗ミニバレーボール大会

▲優勝した中央化学

● 市内で多くのスポーツ大会が行われました ●

● 犬飼町スポーツ振興会事業 ●

優　勝：佐藤忠憲
準優勝：清鶴義則
第３位：鷲尾眞一

（10月12日開催）

ホールインワンを狙っています　▼

犬飼町スポーツ振興会長杯グラウンドゴルフ大会

大会には１歳から78歳までの228名が参加。
【自治会の部・参加率】
優　勝：上山奥
準優勝：宇津尾木
第３位：舞田台
【一番わけーし賞・完歩】
２歳　渡邊陽花
【一番年よりんし賞・完歩】
78歳　坂本昭市

（11月４日開催）

第３回犬飼ぐるっと歩こうかい♪

第５回犬飼町スポーツ振興会長杯軟式野球大会

優　勝：長谷クラブ　準優勝：AIｗays  Shokoukai
第３位：田嶋サンズ　　　　　　（10月19日～24日開催）

▲秋の景色と歴史を満喫しながら歩きました

地域の方々130名が参加。
ユーモア溢れる応援合戦な
どで盛り上がりました。

（９月30日開催）

長谷小学校大運動会

▲長谷小運動会の様子

６チーム120名参加して開
催。和気あいあいと試合が行
われ親睦が図られました。

（10月21日開催）

田原地区
親善ソフトボール大会

▲ソフトボールを楽しみました

優　勝：混成チーム　
準優勝：宇津尾木チーム　
第３位：役場OBチーム

（10月30日開催）

犬飼町スポーツ振興会長杯
ゲートボール大会

▲晴天のもとでさわやかに汗を流しました

第一部／若鮎大学（高齢者学級）を対
象に軽スポーツ教室を開催
第二部／公民館学級生全体を対象に、
スポーツ講演会を開催。ストレッチ
の方法について学習。

（10月16日開催）

公民館学級生を対象に健康教室

▲ストレッチをする学級生
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ツツガムシ病〔ツツガムシ病リケッチアを保有するツツガムシ（ダニの一種）の幼虫に刺
されることによって起こる病気〕は、本県においては秋から冬にかけ、特に11月、12月
に多く発生します。これからの季節は狩猟、キノコ狩り、山芋掘り等で藪地、山林に入る
機会が多くなりますので、注意が必要です。昨年は県内で９名の届け出がありました。

①刺された局所に、刺し口と
呼ばれる特有の潰瘍を生じ、
リンパ節のはれがおきる。

②少なくとも１週間、通常２
～３週間高熱が続きます。

①長袖の上着、長ズボン、長グツ、手袋等を着用し素肌の露出を避けること。
②むやみに腰をおろしたり寝ころんだりしないこと。
③立ち入った後は必ず入浴し、ツツガムシの付着の可能性を考慮して、入念な洗浄を
行うこと。

④１～２週間後に発熱、発疹、リンパ節のはれ等の症状が現れた場合は、すみやかに
医療機関で受診し、本病感染のおそれがある場所に立ち入ったことを申し出ること。

消防署ではＡＥＤ使用方法の普及を図るために講習会を実施しています。
講習内容● ＡＥＤの使用方法、心肺蘇生法
受講人数● ７名程度（団体）
講習時間● ３時間

【申し込み先】消防本部 警防課
d0974－22－0450

しかし、現状ではその使用方法などについて知っている人はごくわずか！

みんなでＡＥＤ講習会を受けましょう！

講習会に参加された方には
修了証が発行されます

国内で非常に多い心臓突然死、その中で特に多いのが
心室細動（心臓の痙攣

けいれん

）によるもので発生した場合は早期
の除細動（痙攣を止めること）が救命の鍵となります。
病院外での心停止の推定件数は年々増加しており、除

細動が１分遅れる毎に７～10％ずつ救命率が低下するた
め院外での除細動は５分以内に行われるべきと言われて
います。

しかし市内の各消防署（分署）から現場までは平均6.8
分はかかります（間に合わない！？）。

そこで、心停止患者の救命率を向上させるために救急の現場に居合わせた一般市民の
方でも使用できる自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の公共施設への設置が普及していま
す。豊後大野市内では消防署（分署含む）や市役所、豊後大野県民保健福祉センター等に
設置されており、平成20年度には各公民館や体育施設、支所にも設置する予定です。
ＡＥＤは、電源を入れ、音声メッセージに従って操作し、コンピュータ作動によって

自動的に心電図を判読して、必要な場合のみ、電気ショックによる除細動を指示する簡
単で確実に操作できる機器です。

市役所内に設置されたＡＥＤ

▲

症　状 敷地・山林で注意すること

※Ｈ18年度のデータで、緒方・朝地は含まれません。

※豊後大野市では心停止により搬送された方は33件（Ｈ18年度）
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健康福祉課 健康増進班 d0974－22－1001(内2122)
支所 市民課 健康福祉班
清川支所 d0974ー35ー2111（内3362） 大野支所 d0974ー34ー2301（内4516）
緒方支所 d0974ー42ー3800（内3862） 千歳支所 d0974ー37ー2111（内5065）
朝地支所 d0974ー72ー1111（内4063） 犬飼支所 d097ー578ー1111（内5521）

■すくすくひろば（育児学級）の
お知らせ

日　時：12月20日（木）受付９時15分～９時40分

場　所：緒方すこやかセンター

内　容：乳房ケア・呼吸法・胎教について（助産師）、

妊娠期の歯の健康について（歯科衛生士）

対　象：妊婦さんと夫
※託児も行います。上のお子さんもご一緒にどうぞ！

持参品：タオル、水分補給用の飲み物、母子健康手帳
※動きやすい服装でおこしください。
※準備の都合上、一週間前までに電話予約をお願いします。

■パパママ広場（両親学級）の
お知らせ

〔持ってくるもの〕・母子健康手帳・送付された問診票など （お願い）都合で受診できないときは、支所の保健師に連絡ください。
次回の健診をご案内します。

実　施　日

６日(木)､18日(火)
10日(月)
11日(火)
12日(水)
20日(木)
26日(水)

時　間

11時～12時
14時～16時
10時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～12時

事　業　名

子育て相談
子育て休憩室
おしゃべり広場
ふたごの会
子育て広場
ぱわふるKidsくらぶ

会　　　場

三重ふれあい児童館
大野保健センター
犬飼子育て支援センター
清川保健センター
千歳保健センター
朝地母子健康センター

お子さんの成長やかかわり方、ちょっとした子育てに関する疑問などなんでもご相談ください。

健診内容

１歳６か月児健診

３歳６か月児健診

日　　　時

12月７日(金)
受付13時～

12月14日(金)
受付13時～

対　象　児

緒方町、朝地町、大野町、清川町の
平成18年４月１日～６月30日生まれの幼児

緒方町、朝地町、大野町、清川町の
平成16年３月１日～５月31日生まれの幼児

緒方すこやか
センター

会　　　場

■乳幼児健診のお知らせ お子さんの成長を知る大切な時期での健診ですので、ぜひ受診しましょう!!

日　時：12月19日（水）
受付９時30分～９時50分

場　所：豊後大野市中央公民館

内　容：ベビーマッサージ

対象児：６～７か月の赤ちゃんとその保護者

※準備の都合上、１週間前までに

電話予約をお願いします。
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犬飼公民館において、「女性
学級」・「犬飼っ子ふるさと学習
会」で陶芸教室を開催しました。
10月９日に女性学級生14名、
20日には犬飼っ子ふるさと学習
生13名が陶芸に挑戦しました。
講師は、臼杵市野津町在住の新井真之さん。参加したみなさ
んは一生懸命に器の形を作り、色を決めて、世界にたったひと
つだけの自分だけの陶器ができあがりました。

10月20日、千歳公民館で
は「第４回千歳っ子くらぶ」を
開催しました。今回は千歳っ
子が楽しみにしていた郷土料
理教室。緒方町在住の倉原恵
子さんに講師をお願いし、千

歳っ子14名が栗ご飯とだんご汁を作りました。「栗ご飯、おい
しい！」「この団子誰が作ったん？」と言いながら何度もおかわ
りをし、秋の味覚をおなかいっぱい味わう千歳っ子たちでした。

10月27日、緒方公民館で第10回ことばの森フェスタが開催さ
れました。この催しでは市内小中学生から応募のあった俳句や短
歌、詩など「ことば」に関する作品を顕彰しました。表彰のあとは
町内各小学校児童がクイズや紙しばい、ダンスを披露してくれま
した。参加者も一緒にクイズやダンスにと楽しめた一日でした。
なお、最優秀賞を受賞したみなさんは次のとおりです（敬称略）。
俳句●しもだかな（緒方小学校１年）／短歌●高橋瑞香（犬飼中学
校３年）／詩●つかもとみいな（新田小学校１年）／絵本●三代恵
理（小富士小学校６年）

10月14日から20日、朝地公民館
において通学合宿が行われ、朝地小
学校６年生20名が寝食を共にしてた
くさんのことを学びました。
掃除・洗濯・炊事を自分たちで行

い、家族のありがたさが理解できた
ようです。ボランティアの先生方に補助してもらいながら夕食・朝
食を作り、この合宿で好き嫌いがなくなった児童もいたようでした。
また、駐在さんの交通講話、国際交流員のカナダのゲーム、花火大
会、肝試しなどいろいろなことをして過ごした一週間でした。

申込書は、三重町内小学校に配布します。
みなさんも冬休みの楽しい思い出作りに参加しませんか。

申込方法：参加申込書に必要事項を記入し、参加費を添えて中央
公民館まで提出してください。１人１教室までとなっ
ており、電話・ＦＡＸでの申し込みはできません。

受付期間：12月３日（月）～７日（金） ８時30分～17時
※定員になり次第締め切ります。

【問い合わせ先】中央公民館

国民年金保険料は全額社会保険料控除の対象です！ 国民年金保険料、納め忘れていませんか？

年　金　相　談　日

12月11日（火）大野解放会館
12月13日（木）三重町商工会
12月19日（水）竹田市総合社会福祉センター

相談時間：10時～15時

今年の１月から12月までに納めた国民年金保険料は、確定
申告の際に全額社会保険料控除の対象になります。過去に納め
ていなかった分の保険料を納めたり、免除期間の保険料をさか
のぼって納めたりした場合も控除の対象となります。また、国
民年金基金の掛金も全額が社会保険料控除の対象となりますの
で、忘れずに申告してください。
なお、申告の際には社会保険料控除証明書の添付が必要です。

※社会保険料控除証明書は、平成19年１月１日から10月１日までに国民
年金保険料を納めた方については11月初旬にお送りしています。10月
２日以降に初めて納めた方については20年２月初旬頃発送予定です。

※控除証明書に関するお問い合わせは、
専用ダイヤルd0570－00－9911までお願いします。
（平成19年11月１日～平成20年３月14日、平日９時～17時）

国民年金保険料を未納のままにしていると、将来や万が一の場合
に年金が受けられない場合があります。また、一部免除（３/４免除、
半額免除、１/４免除）の承認を受けている方も、一部の保険料を納
めないと未納と同じ扱いになります。
お手持ちの納付書を確認して、納め忘れがある方は、至急お近く

の金融機関・郵便局・コンビニエンスストアなどで納めてください。

市民生活課 国保年金班　d0974－22－1001（内線2086）
大分社会保険事務所　 d097－552－1211

問い合わせ先
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12月になり、あわただしく感じる時期
になりました。この時期頭を悩ませるもの
と言えば…？年賀状に、おせち料理！中央図書館にはこれ
らの参考になる本がありますので、一部を紹介します。

★お芋で年賀状　★和紙絵の年賀状　★おしゃれ絵手紙

★筆ペンはがき絵Ⅱ 十二支と旬の野菜　

★小筆・筆ペンが美しく書ける本　★やさしいちぎり絵　

★定番おせちとお祝い料理　★おせちと正月料理　

★家族が喜ぶおせち料理

おせちに飽きたら⇒ ★ミッフィーのパーティレシピ

⇒ ★うまい鍋BEST100

十二の嘘と十二の真実･･････････････････あさのあつこ

妖しい詩韻･･････････････････････････････内田　康夫

さよなら、そしてこんにちは･･････････････荻原　　浩

夢見る黄金地球儀････････････････････････海堂　　尊

ラットレース････････････････････････････方波見大志

望みは何と訊かれたら････････････････････小池真理子

書庫の母････････････････････････････････辻井　　喬

命に値段つけます････････････････････････渡辺　房男

北欧へ行こう　ダヤンのスケッチ紀行･･････池田あきこ

求めない（詩集）･････････････････････････加島　祥造

親の家を片づけながら･･････････････リディア・フレム

わたしの声を聞いて･･････････････スザンナ・タマーロ

99％は論理力１％は直感力 頭がいい人の話す･書く技術

戦国の山城　山城の歴史と縄張を徹底ガイド

図解ＮＰＯ法人のつくり方・運営のしかた

バイオ燃料　畑でつくるエネルギー

図説百鬼夜行絵巻をよむ

なぜ「あと５センチ」背が伸びなかったのか？　

賞味期限がわかる本 冷蔵庫の中の「まだ食べられる？」を完全解決

ＤＩＹで楽しむ！イルミネーション入門ＢＯＯＫ

オーブン、だからおいしい料理

高齢犬のキモチがわかる本
星野早百合 出版社 645.6ホ

うちの犬、なんだか最近元気がない
みたい。急に歩けなくなる、太ってく
る、トイレの失敗が増える、名前を呼
んでも無反応…。ずっと元気だと思っ
ていた愛犬も、「おじいちゃん・おばあちゃん」になる
んです。愛犬の変化に早く気づき、いっしょに暮らす
ためのコツを紹介します。イラスト豊富で見やすい！

新刊案内（中央図書館）

－12月の図書館行事－

おはなしのへや
ちゅうりっぷ組 ････････５日･19日(水）10時30分
ひまわり組････････････12日･26日(水）10時30分
土曜おはなしクラブ ･････････15日(土）10時30分

（緒方図書館）
おはなしのへや･････････１日･15日(土）10時

年

賀

状

お

せ

ち

料

理

三重東幼稚園　　10時20分
どんぐり幼稚園 11時
三重東小学校　　13時

巡回場所・時間 巡回場所・時間

４
火

朝地小学校　　　12時55分６
木

百枝小学校　　　10時05分
清川小学校　　　12時40分

11
火

大野小学校　　　12時50分
さくら幼稚園　　13時30分

13
木

新田小学校　　　13時５
水

千歳小学校　　　12時50分７
金

菅尾小学校　　　12時55分12
水

三重幼稚園　　　10時30分
犬飼小学校　　　12時50分

14
金
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朝倉文夫記念文化ホールの催し

第43回県美展の受賞作品を中心に選定された作品

（日本画15点・洋画55点）と地元豊後大野市の出品者

による入選作品、合わせて90点が展示されます。ぜひ

ご観覧ください。

「第43回大分県美術展巡回展 ～豊後大野市会場～」（大分県美術協会主催）

三遊亭楽太郎・マギー司郎・国本武春
年忘れエイトピア寄席

いよいよ本番間近の「年忘れエイトピア寄席」。
今回は出演者のひとり、注目の若手浪曲師・国本武春

（くにもと・たけはる）をご紹介します。
三味の音にのせ、義理人情や喜怒哀楽を豊かな節回し
で語る庶民の芸　　　　　〈浪曲〉。
その日本の心“浪曲”を知らずに育った世代も、一度聞
いたらそのとりこになる“卓越したエンターテイメント”。
父は浪曲師・故天中軒龍月、母は女流の国本晴美とい
う彼が、三味線にロックのフレーズをミックスし、浪曲
に新たな命を吹き込む「浪曲界の革命児」として今注目
されている。
米国に浪曲を伝えようとテネシーへ大学留学、その留
学先でブルーグラス（カントリーミュージック）のグル
ープ「ザ・ラストフロンティア」を結成。米国～欧州
60ヶ所公演を行うなど活躍。その後、宮本亜門演出の
ミュージカル「太平洋序曲」では主演を務め好評を博す
など、浪曲の枠に留まらず、様々なジャンルのアーティ
ストと共演している。
また、その類まれなる才能から、多くの有名人にも認
められている。

またこのほかにも、
ご存知「笑点」大喜利レ
ギュラーメンバーの
「三遊亭楽太郎」、コミ
カルなキャラクターで
お馴染みのマジシャン
「マギー司郎」を迎えて、
年末にふさわしい豪華
なステージとなってい
ます。若い世代も含め
て、ご家族みなさんでお楽しみいただけるプログラム、
この機会をどうぞお見逃しなく。

三遊亭楽太郎・マギー司郎・国本武春
年忘れエイトピア寄席

日　時：12月12日（水）
18時30分開場、19時開演

場　所：エイトピアおおの　大ホール
料　金：全席自由

大人3,000円　　高校生以下1,500円
◎チケット絶賛発売中

と　き：12月４日（火）～12月９日（日）
９時～17時　※最終日は15時まで

入館料：無　料

「大分アジア彫刻
展」の関連事業とし
て、10月25日バン
グラデシュのアーテ
ィスト、アブダス・
サラムさんが小富士

小学校（緒方町：大塚由美校長）を訪れ、全校児
童23人といっしょに作品制作を楽しみました。
まず、アブダスさんは写真や玩具、楽器などを

使って、バングラデシュの暮らしや文化などにつ
いて紹介。「バングラデシュには季節が６つある」

とか「バングラデシュと日本の国旗はよく似てい
る」など、互いの文化の違うところや似ていると
ころを学習し、楽器の演奏を体験しました。
そのあと、バングラデシュのお祭りで使われる

飾りをいっしょに作成。高さ1.5メートルの円すい
状の竹かごに糸を張り、子どもたちが作った色と
りどりの切り紙細工を貼りつけ、美しい飾りがで
き上がりました。海外のアーティストと交流しな
がら作品をつくるというめったにない機会に、子
どもたちは目をキラキラさせて楽しんでいました。
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昔
か
ら
ウ
ン
カ
や
バ
ッ
タ
な
ど
の
稲い

な

虫む
し

の
発
生
は
、
稲
作
を
す
る
人
々
を
大
い
に

悩
ま
せ
て
き
ま
し
た
。
田
の
畦
で
松
明

た
い
ま
つ

を

燃
や
す
コ
ダ
イ
は
、
稲
虫
を
焼
き
殺
す
目

的
で
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ

ダ
イ
の
ほ
か
に
は
、
仏
法
に
よ
り
稲
虫
駆

除
を
行
う
方
法
も
と
ら
れ
ま
し
た
。
千
歳

町
高
畑
に
は
、
寶
篋
印

ほ
う
き
ょ
う
い
ん

陀だ

羅ら

尼に

供
養
塔
が

あ
り
ま
す
。
安あ

ん

永え
い

８
年
（
１
７
７
９
）
６

月
に
、
竹
田
の
願
成
院

が
ん
じ
ょ
う
い
ん

の
僧
宥
懿

ゆ

う

い

が
司
祭

者
と
な
っ
て
建
立
し
た
も
の
で
す
。
石
碑

に
は
、「
蝗こ

う

虫
ち
ゅ
う

永
滅
　
秋
成
年
豊
」
や
「
是

此
一
石
　
一
字
功
徳
」
の
文
字
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
蝗
虫

こ
う
ち
ゅ
う

は
稲
に
つ
く
ウ
ン
カ
や

バ
ッ
タ
類
の
こ
と
で
す
。
蝗
虫
の
死
滅
と

秋
の
豊
作
を
願
い
、
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
を

小
石
に
一
字
一
字
書
き
、
地
中
に
埋
め
た

こ
と
を
記
し
て
い
ま
す
。『
千
歳
村
誌
』

に
は
、「
お
そ
ら
く
、
安
永
８
年
に
い
な

ご
が
発
生
し
、
そ
の
害
が
予
知
さ
れ
た
の

で
、
村
人
が
法
印
宥
懿
に
依
頼
し
て
、
祈

願
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
記
述
さ
れ

て
い
ま
す
。
農
薬
に
よ
る
害
虫
駆
除
が
発

達
し
た
現
代
で
も
、
今
年
の
よ
う
に
ウ
ン

カ
に
よ
る
大
被
害
が
発
生

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
、
稲
の
坪つ

ぼ

枯が

れ

が
一
気
に
拡
大
す
る
様
を

見
た
人
々
は
、
稲
虫
が
魔

物
の
よ
う
に
思
え
た
こ
と

で
し
ょ
う
。

稲
虫
駆
除
の
願
い

寶
篋
印
陀
羅
尼
供
養
塔

保育目標・方針
犬飼幼稚園では日々のお祈りや讃美を通して、一人ひとりが
神様に愛されている、かけがえのない存在であることを知り、
自分と他者を大切にする心を育てています。

①のびのびと育つ
のびのびと育てる保育とは、自由放任の保育ではありません。
子どもたちが自分のしたいことを、自分で探し出すのです。い
つも指示を待つのではなく、自分で考えることを大切にしてい
ます。また、自分の力を少し越えたことでも、積極的に挑戦さ
せ、それが自信となるように願っています。教師は、そのよう
にして、自分の力で成長しようとする、子どもたちの手助けを
させていただいています。

②生きものを大切にする
現代は、安らぎがなくすさんでいるように見えます。子ども
たちにとって、必要なことは、小さな生きものを見たり、触れ
たりすることではないでしょうか。当園では、生きものを可愛
がる心を培うために、メダカ・金魚・烏骨鶏・猫を飼っています。

③心を育てる
見えないものに目を注ぐ、想像力豊かな子どもを育てます。

それは、物事の本質を見極める力となります。また、命を大切
にすること、人が他者と共に生きることの大切さを学びます。

④特色あるその他の取り組み
★英語の学び
週１回外国人講師を招いて、遊びながら『英語』を学ん
でいます。

★踊　り
必要に応じて、踊りの師匠が教えに来て下さっています。

★学童保育（ゆうゆう）
地域のニーズに応えて『学童保育』を行っています。
預けっぱなし、預かりっぱなしでは、子どもたちは被害
者になります。そうではなく、家庭と園が協力し合い、助
け合っています。月１回のお楽しみ会では、料理を作った
り、ゲームをしたりと異なった催しをして楽しんでいます。

今月は、日本キリスト教団犬飼教会附属

犬飼幼稚園からの話題です。

外
国
の
人
と
『
英
語
』
で
話
し
た
よ

▲

ふ
る
さ
と
の
歴
史
や
地
域
の
文
化
財
に
関

す
る
ご
意
見
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
生
涯

学
習
課
文
化
財
班
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
課
文
化
財
班

D
０
９
７
４
ー
４
２
ー
４
１
４
１

■
豊
後
大
野
市
歴
史
民
俗
資
料
館

■
千
歳
ふ
る
さ
と
資
料
館

▲ 供養塔の正面

▲ 供養塔側面に「蝗虫永滅」の
文字が見える。
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平
成
20
年
版
豊
後
大
野
市
民
手
帳
販
売
中

は
り
、
き
ゅ
う
施
術
担
当
者
の
指
定

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

量
水
器
取
替
え
に
つ
い
て

水
道
料
金
の
統
一
に
つ
い
て

浄
化
槽
補
助
事
業
に
つ
い
て

居
宅
介
護
用
品
費
給
付
券

（
お
む
つ
券
）
取
扱
店
の
登
録

FAX

平
成
19
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
試
験
に
つ
い
て

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
０
６
２
）

豊
後
大
野
市
居
宅
介
護
用
品
費
給

付
券
（
お
む
つ
券
）
取
扱
店
と
し
て
、

新
た
に
登
録
さ
れ
た
業
者
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
登
録
番
号
第
35
号

「
株
式
会
社
　
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｋ
Ｏ
Ｈ
」

（
犬
飼
町
田
原
77
番
地
７
）

d
０
９
７
ー
５
７
８
ー
１
１
７
７

▼
登
録
番
号
第
36
号

「
さ
く
ら
薬
局
」

（
大
野
町
田
中
２
６
６
ー
２
）

d
０
９
７
４
ー
２
４
ー
５
１
０
０

問
健
康
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
１
３
１
）

豊
後
大
野
市
は
り
、
き
ゅ
う
施
術
担

当
者
と
し
て
、
新
た
に
指
定
さ
れ
た
業

者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
指
定
番
号
第
34
号

「
癒
し
空
間
　
つ
ぼ
ッ
ク
ル
」

（
三
重
町
小
坂
４
１
１
０
番
地
３
）

問
健
康
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
１
３
１
）

深
刻
化
す
る
多
重
債
務
問
題
に
対
応

す
る
た
め
、
12
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

を
多
重
債
務
者
相
談
ウ
ィ
ー
ク
と
し
、

大
分
県
下
全
域
で
多
重
債
務
者
無
料
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。

豊
後
大
野
市
は
、
左
記
日
程
で
開
催

し
、
弁
護
士
・
司
法
書
士
が
対
応
を
し

ま
す
。
な
お
、
相
談
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

【
相
談
日
】12
月
13
日（
木
）

【
会
　
場
】豊
後
大
野
市
中
央
公
民
館

２
階
講
座
室

【
相
談
受
付
時
間
】13
時
〜
16
時

※
申
込
は
、
12
月
11
日（
火
）ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。
相
談
受
付
者
数

は
15
名
で
、
申
込
順
で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

商
工
観
光
課

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
４
２
１
）

０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
４
２
６

計
量
器
検
定
検
査
令
に
基
づ
き
水
道

メ
ー
タ
ー
は
定
期
的
に
検
査
及
び
取
替

え
修
理
等
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
量

水
器
（
水
道
メ
ー
タ
ー
）
の
取
替
え
を
行

い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
作
業
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
の

で
、
量
水
器
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
、
車

を
止
め
た
り
、
物
を
置
い
た
り
し
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬
を

飼
っ
て
い
る
ご
家
庭
は
、
量
水
器
か
ら

離
れ
た
場
所
に
つ
な
ぐ
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

【
期
間
】第
２
回
目：

12
月
11
日（
火
）〜
26
日（
水
）

【
対
象
】豊
後
大
野
市
三
重
町
内
で
、

最
終
取
付
け
ま
た
は
交
換
年

が
平
成
11
年
以
前
の
も
の

（
現
在
使
用
中
の
も
の
に
限
り

ま
す
。）

【
作
業
方
法
】

業
者
が
ご
家
庭
ま
で
出
向
き
、
交

換
い
た
し
ま
す
（
訪
問
時
、
ご
不
在
で

も
作
業
は
可
能
で
す
）。

※
量
水
器
取
替
え
手
数
料
は
市
が
負
担

し
ま
す
。
ま
た
、
三
重
町
以
外
の
ご

家
庭
は
随
時
交
換
を
行
い
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
水
道
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
３
６
４
・
２
３
６
５
）

豊
後
大
野
市
の
市
営
水
道
料
金
は
旧

町
村
ご
と
の
料
金
体
系
が
そ
の
ま
ま
引

き
継
が
れ
て
お
り
、
旧
町
村
ご
と
に
料

金
体
系
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、
利
用

者
の
間
で
不
均
衡
が
生
じ
て
お
り
ま

す
。こ

の
水
道
料
金
に
つ
き
ま
し
て
は
合

併
協
議
会
に
お
い
て
「
水
道
料
金
は
現

行
の
と
お
り
と
し
新
市
に
お
い
て
、
住

民
生
活
に
支
障
の
な
い
よ
う
、
合
併
後

５
年
を
目
途
に
、
調
整
し
な
が
ら
一
本

化
を
図
る
」
と
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
で
は
水
道
事
業
運
営
協
議

会
を
設
置
し
、
出
来
る
だ
け
早
い
時
期

に
料
金
統
一
が
出
来
る
よ
う
検
討
協
議

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
水
道
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
３
６
５
）

豊
後
大
野
市
で
は
以
下
の
該
当
地

域
で
設
置
さ
れ
る
浄
化
槽
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
申
請
受
付
の
締
め
切
り

は
12
月
21
日
ま
で
と
致
し
ま
す
。
希

望
さ
れ
る
方
は
設
置
業
者
と
相
談
し
、

豊
後
大
野
市
上
下
水
道
課
ま
た
は
各

支
所
の
産
業
建
設
課
ま
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

補
助
事
業
該
当
地
域
▼

豊
後
大
野
市
緒
方
町
及
び
農
業
集

落
排
水
施
設
、
公
共
下
水
道
施
設
が

設
置
さ
れ
て
い
る
区
域
を
除
く
豊
後

大
野
市
全
域
（
た
だ
し
一
般
住
宅
の
用

途
と
し
て
利
用
す
る
建
物
で
貸
家
や

ア
パ
ー
ト
な
ど
は
除
く
）

補
助
金
額
▼

５
人
槽
‥
‥
‥
３
３
２

０
０
０
円

７
人
槽
‥
‥
‥
４
１
４

０
０
０
円

10
人
槽
‥
‥
‥
５
４
８

０
０
０
円

20
人
槽
‥
‥
‥
９
３
９

０
０
０
円

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

上
下
水
道
課
下
水
道
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
３
６
２
）

【
日
　
時
】平
成
20
年
２
月
24
日（
日
）

12
時
50
分
〜
15
時

【
場
　
所
】大
分
県
教
育
会
館

【
受
験
資
格
】

試
験
日
に
お
い
て
満
20
歳
以
上
で
、

次
の
実
務
経
験
を
有
す
る
人 ,,,,

大
分
県
民
手
帳
の
内
容
に
、
豊
後
大

野
市
の
情
報
を
追
加
し
た
豊
後
大
野
市

民
手
帳
の
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
販
売
期
間
】平
成
20
年
１
月
10
日（
木
）
ま
で

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

【
販
売
価
格
】大
型（
14
・
９
×
８
・
７
cm
）

…
…
５
０
０
円

小
型（
12
・
７
×
７
・
７
cm
）

…
…
４
０
０
円

【
販
売
場
所
】企
画
調
整
課
・
各
支
所

問
企
画
調
整
課
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第
43
回
県
美
展
巡
回
展

法
定
調
書
の
提
出
は
１
月
31
日
ま
で

介
護
入
門
教
室
受
講
生
募
集

大
分
県
立
盲
学
校
高
等
部
生
徒
募
集

大
分
県
立
聾
学
校
高
等
部
生
徒
募
集

「
大
分
い
の
ち
の
電
話
」
相
談
員

養
成
講
座
受
講
生
募
集

農
林
水
産
情
報
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の「
流
通
加

工
業
者
モ
ニ
タ
ー
」及
び「
消
費
者
モ
ニ
タ
ー
」の
募
集

大
分
県
臨
時
職
員
採
用
候
補
者

名
簿
登
録
試
験

FAX

政
治
家
の
寄
附
は
禁
止

有
権
者
が
求
め
る
こ
と
も
禁
止

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
排
水
設
備
工

事
な
ど
の
設
計
ま
た
は
施
工
の
実
務

経
験
（
土
木
、
建
築
、
設
備
、
衛
生

工
学
科
な
ど
を
卒
業
し
た
人
は
２
年
、

そ
の
他
の
人
は
３
年
）
を
有
す
る
人

②
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
ま
た
は

施
工
に
関
し
、
５
年
以
上
の
実
務
経

験
を
有
す
る
人

③
専
修
学
校
な
ど
に
お
い
て
土
木
過
程

を
修
了
し
た
人
、
お
よ
び
公
共
職
業

訓
練
施
設
に
お
い
て
配
管
科
を
終
了

し
た
人
で
、
２
年
以
上
の
実
務
経
験

を
有
す
る
人

【
受
付
期
間
】

平
成
20
年
１
月
７
日（
月
）〜

１
月
21
日（
月
）

【
受
験
手
数
料
】

５，

０
０
０
円

【
そ
の
他
】

受
験
申
込
書
は
12
月
11
日（
火
）か
ら

本
庁
の
上
下
水
道
課
で
配
布

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

上
下
水
道
課
下
水
道
班

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
０
１

（
内
線
２
３
６
３
）

【
会
期
】12
月
４
日（
火
）〜
９
日（
日
）

【
会
場
】朝
倉
文
夫
記
念
文
化
ホ
ー
ル

【
展
示
作
品
】県
美
展
巡
回
作
品
・
地

元
県
美
展
出
品
作
品
計

90
点
程
度

※
入
場
無
料

問
朝
倉
文
夫
記
念
館

D
０
９
７
４
ー
７
２
ー
１
３
０
０

政
治
家
が
、
選
挙
区
内
の
人
に
「
お

歳
暮
」
や
「
年
賀
状
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ

状
を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

給
料
、
報
酬
、
不
動
産
の
使
用
料
等

を
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
支
払
先
の
住

所
、
氏
名
、
支
払
金
額
等
を
記
載
し
た

源
泉
徴
収
票
や
支
払
調
書
等
（
総
称
し

て
「
法
定
調
書
」）
を
税
務
署
に
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
中
の
支
払
に
係
る
法
定
調

書
の
提
出
期
限
は
、
平
成
20
年
１
月
31

日（
木
）ま
で
で
す
。
誤
り
の
な
い
よ
う

正
確
に
記
載
し
、
期
限
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、「
国
税
電
子
申

告
・
納
税
シ
ス
テ
ム(e-Tax)

」
を
利
用

し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
提
出
が
で

き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
出
す

る
た
め
の
手
続
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

最
寄
り
の
税
務
署
や
税
務
相
談
室
に
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

e
-T
a
x

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.e
-ta
x.n
ta
.g
o
.jp

問
三
重
税
務
署

D
０
９
７
４
ー
２
２
ー
１
０
１
５

大
分
税
務
相
談
室

D
０
９
７
ー
５
３
２
ー
７
３
１
９

大
分
県
で
は
、
県
の
本
庁
及
び
県

内
地
方
機
関
に
お
い
て
事
務
補
助
を

行
う
臨
時
職
員
の
採
用
候
補
者
名
簿

登
録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
募
集
期
間
】12
月
17
日（
月
）〜

平
成
20
年
１
月
15
日（
火
）

【
試
験
日
】平
成
20
年
２
月
３
日（
日
）予
定

※
応
募
書
式
等
は
12
月
10
日（
月
）か

ら
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、

県
庁
人
事
課
や
県
の
各
振
興
局
等

で
も
配
布
し
ま
す
。

問
大
分
県
人
事
課

D
０
９
７
ー
５
０
６
ー
２
３
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.oita.jp/11200/rinji/

ご
希
望
に
応
じ
て
実
施
す
る
講
座
で
す
。

各
種
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
の
ご
希
望
に
応

じ
て
実
施
し
ま
す
。
人
数
・
時
間
・
内
容

に
つ
い
て
は
、
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
講
義
】
・
高
齢
者
の
特
性

・
認
知
症
の
理
解
に
つ
い
て

・
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

・
介
護
予
防
に
つ
い
て

【
実
習
】
・
寝
た
き
り
に
し
な
い
た
め

に
、
体
の
動
か
し
方

・
車
椅
子
の
介
助
の
仕
方

・
衣
服
の
着
脱

・
シ
ー
ツ
交
換

・
食
事
の
介
護
な
ど

【
高
齢
者
疑
似
体
験
】

お
お
む
ね
80
歳
の
状
態
を
体
験

問
大
分
県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン
タ
ー

D
０
９
７
ー
５
５
２
ー
６
８
８
８

０
９
７
ー
５
５
２
ー
６
８
６
８

い
の
ち
の
電
話
と
は
電
話
を
通
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
持
つ

人
の
話
を
聴
き
、
心
の
支
え
と
な
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
あ
な
た

も
相
談
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

【
期
　
間
】前
期（
講
義
）：

平
成
20
年
４
月
16
日（
水
）〜
約
４
か
月
間

後
期（
講
義
）：

平
成
20
年
８
月
末
〜
約
３
ヶ
月
間

毎
週
水
曜
日
18
時
30
分
〜
20
時
30
分

【
場
　
所
】コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
（
大
分
市
）

【
受
講
料
】前
期：

２
万
円

後
期（
講
義
と
実
習
７
か
月
間
）：

２
万
５
千
円

【
募
集
期
間
】12
月
５
日（
水
）〜

20
年
３
月
５
日（
水
）

【
定
　
員
】50
人

【
対
象
者
】23
歳
〜
65
歳
ま
で
の
人

【
応
募
方
法
】12
月
〜
希
望
者
に
募
集

要
項（
申
込
書
）を
郵
送

し
ま
す

問
大
分
い
の
ち
の
電
話

D
０
９
７
ー
５
３
７
ー
２
４
８
８

【
出
願
期
間
】前
期：

平
成
20
年
２
月

18
日（
月
）〜
22
日（
金
）

※
前
期
の
募
集
要
項
配
布
期
間

12
月
３
日（
月
）〜

【
面
接
・
適
性
検
査
】前
期：

３
月
４
日（
火
）

【
学
力
検
査
】前
期：

３
月
11
日（
火
）

※
後
期
日
程
や
詳
細
に
つ
い
て
は
左

記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
願
書
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

大
分
県
立
盲
学
校
教
務
係

D
０
９
７
ー
５
３
２
ー
２
６
３
８

【
募
集
期
間
】前
期：

平
成
20
年
２
月

18
日（
月
）〜
22
日（
金
）

【
選
考
期
日
】前
期：

３
月
11
日（
火
）

※
後
期
日
程
や
詳
細
に
つ
い
て
は
左

記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
願
書
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ
先
〉

大
分
県
立
聾
学
校

D
０
９
７
ー
５
４
３
ー
２
０
４
７

詳
細
は
、
大
分
農
政
事
務
所
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.o
ita.info

.m
aff.go

.jp/

問
大
分
農
政
事
務
所
農
政
推
進
課

D
０
９
７
ー
５
３
２
ー
６
１
３
１

問 選挙管理委員会
D０９７４ー２２ー１００１

（内線２１８７・２１８８）
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広告

1.試験区分及び採用予定者数

2.受験資格要件 看護師免許取得者（免許取得見込みの人を含
む）で、昭和53年４月２日以降に生まれた人

3.試験日程等 (1)試験日　12月16日（日）8時30分～受付
(2)試験場所　公立おがた総合病院大会議室
(3)試験内容　作文試験、面接試験
※詳細な時間割は後日通知します。

4.受験申込受付期間 11月26日(月)～12月14日(金)
８時30分～17時00分（土、日、祝日は受付不可）

5.受験申込書の交付及び提出先 下記参照

平平平平平成20年度豊後大野市病院企業職員成成2200年年度度豊豊後後大大野野市市病病院院企企業業職職員員成20年度豊後大野市病院企業職員成20年度豊後大野市病院企業職員
（看護師募集）採用試験について（（看看護護師師募募集集））採採用用試試験験ににつついいてて（看護師募集）採用試験について（看護師募集）採用試験について

日　時●　平成20年１月６日（日） ９時スタート
会　場●　豊後大野市中央公民館スタート・ゴール
コース●　中央公民館→内山観音〔折り返し〕→

中央公民館
※全長4.8km

参加料●　無　料
申込締切●　12月21日（金）

第30回三重町新春初詣歩こう走ろう大会第第3300回回三三重重町町新新春春初初詣詣歩歩ここうう走走ろろうう大大会会第30回三重町新春初詣歩こう走ろう大会第30回三重町新春初詣歩こう走ろう大会

参加者募集！！参参加加者者募募集集！！！！参加者募集！！参加者募集！！

◆問い合わせ・申し込み先
生涯学習課 スポーツ振興班（中央公民館１階）
D0974－22－1001（内線2164）

講　師●　高松市立国分寺中学校 校長 竹下和男先生
日　時●　12月９日（日）10時～11時30分（開場９時30分）
場　所●　エイトピアおおの　大ホール
受講対象者● 市民どなたでも
その他● 入場無料ですが、入場整理券が必要です。

託児もあります。

食育講演会ぜひご参加ください！！食食育育講講演演会会ぜぜひひごご参参加加くくだだささいい！！！！食育講演会ぜひご参加ください！！食育講演会ぜひご参加ください！！
台所に立つ子どもたち ～「くらしの時間」を家庭に～台台所所にに立立つつ子子どどももたたちち ～～「「くくららししのの時時間間」」をを家家庭庭にに～～台所に立つ子どもたち ～「くらしの時間」を家庭に～台所に立つ子どもたち ～「くらしの時間」を家庭に～

◆問い合わせ先／健康福祉課
D0974－22－1001（内線2125）

◆問い合わせ先／大分行政評価事務所 行政相談課
D097－532－3715

平成19年度平平成成1199年年度度平成19年度平成19年度行政相談日程表行行政政相相談談日日程程表表行政相談日程表行政相談日程表

14日（金）

久保田

10日（月）

佐田

４日（火）

工藤

10日（月）

北尾

20日（木）

伊東

６日（木）

廣瀬

豊後大野市中央公民館１階第４会議室

午前９時より12時まで

清川公民館ふれあいルーム

午後１時より４時まで

緒方すこやかセンター

午前９時より12時まで

朝地支所　相談室

午前９時より12時まで

解放会館

午前９時より12時まで

千歳公民館

午前９時より12時まで

三重会場

清川会場

緒方会場

朝地会場

大野会場

千歳会場

会場名 場　所 ・ 時　間 12月

地域医療を守るために「かかりつけ医」の重要性をお
知らせします。市の救急医療は、おがた総合病院と三重
病院が多くを担っていますが、医師不足により残ってい
る勤務医の負担が募っています。医師も人です。過重労
働は心身の疲労をきたし、安全な医療提供・勤務医の確
保という点からも危惧されます。
勤務医負担軽減のひとつの方策として「かかりつけ医」
を持つことがあります。かかりつけ医は、生活指導・一
次救急対応・専門病院への紹介等をします。かかりつけ

医と勤務医（専門医）
の役割分担により、
勤務医の負担が緩
和され、医療提供
体制が確保され市民生活の安心が守られます。なんでも
相談できる「かかりつけ医」を是非持ってください。

◆連絡先／豊後大野市医師会理事　坪山明寛
D0974－22－7700

医師会だより① かかりつけ医を持とう！かかかかりりつつけけ医医をを持持ととうう！！かかりつけ医を持とう！かかりつけ医を持とう！

※なお、郵送での申込みは受付しません。直接公立おがた総合病院まで
提出してください。
※提出書類があります。詳細は下記までお問い合わせください。

※合格者の採用は、原則として平成20年４月１日となります。

【公示日】
平成19年11月19日

◆問い合わせ先／公立おがた総合病院 事務室
〒879-6692 大分県豊後大野市緒方町馬場276番地

D0974－42－3121（内線1235）

試験区分 採用予定者数 職務の内容

看護師 ５名 公立おがた総合病院に勤務し、
看護師の業務に従事します。
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広告

■申込資格
Ａ 世帯全員の年間所得合計金額から控除額（世帯の状況に
応じて異なります）を引いた年間所得合計金額が240万
円以下であること

Ｂ 世帯全員の年間所得合計金額から控除額（世帯の状況に
応じて異なります）を引いた年間所得合計金額が240万
１円以上、721万２千円以下であること

Ｃ 現に住宅に困っていることが明らかなこと（持ち家がな
いこと）

Ｄ 県税、市税等の滞納のないこと
Ｅ 現に同居し、又は同居しようとする親族があること
（60歳以上は単身入居可能）

Ｆ 現に同居し、又は同居しようとする親族があること
※なお、申込み方法や収入基準などの詳細については、担当
課にお問い合わせください。

■申込方法
本庁建設課又は各支所産業建設課に備えている申込用紙

に必要事項を記入の上、必要書類を添えて提出してください。
なお、応募者多数の場合は公開抽選になります。
また、応募規定によりお断りする場合もございますので、
あらかじめご了承ください。

■募集期間
12月４日(火)～12月11日(火)

８時30分～17時まで
※土・日曜日、祝・祭日を除く

■公開抽選及び入居説明会
○日時　12月13日(木) 13時30分～
○場所　豊後大野市役所　第２庁舎２階会議室
※時間に来ていない場合は辞退とみなします。

■問い合わせ先
建設課
d0974ー22ー1001（内線2352･2353）

①看護師(豊後大野市)年齢不問 18万円～26万円 ②調理(豊後大野市)年齢不問 12万円 ③４トントラック運転手
(竹田市)年齢不問 18万円～22万円 ④歯科助手(豊後大野市)年齢不問 14万円 ⑤ハウス内作業員(豊後大野市)年齢
不問 11万円 ⑥清掃(豊後大野市)年齢不問 11万円 ⑦営業員（新車）(豊後大野市)年齢不問 15万円～22万円 ⑧土
木作業員(豊後大野市)年齢不問 13万円～14万円 ⑨介護福祉士(豊後大野市)年齢不問 15万円～16万円 ⑩配達・
洗い片付け(パート･豊後大野市)年齢不問 650円 ⑪営業(パート･竹田市)年齢不問 650円～750円 ⑫販売員(パー
ト･豊後大野市)年齢不問 620円～775円 ⑬食器洗浄(パート･竹田市)年齢不問 680円～800円 ⑭食肉製造(パー
ト・豊後大野市)年齢不問 760円

応募にはハローワークの紹介状が必要となります。お気軽におたずねください。また、インターネットでもお仕事
を探すことができます。アドレスは右記のとおりです。http://www.hellowork.go.jp/

問い合わせ先／ハローワーク豊後大野　d０９７４ー２２ー８６０９

ハローワーク豊後大野 平成19年11月20日現在求人情報

※平成19年10月１日から雇用対策法が改正され、求人募集における年齢制限が原則禁止されました。
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市民の皆さんが行う活動の参加者・会員の募
集、またイベントの周知など、いろいろな情報
を掲載します。（営利目的のものなどは掲載でき
ません）。皆さんからの情報をお待ちしていま
す（紙面の都合で掲載できないこともあります
ので、ご了承ください）。

問 〒879-7198
豊後大野市三重町市場1200
豊後大野市役所 秘書政策課 広報広聴班
D０９７４ー２２ー１００１（内線2016）

みえスポーツクラブでは、１月から毎週土曜日
にトランポリン教室を行います。
12月８日、15日には体験会を行いますので興

味のある方は是非ご参加ください。
体験会の参加料は一人200円です。

●会　場 大原総合体育館　メインアリーナ
●日　時 １月５日から毎週土曜日　19時～20時
●月　謝 1,200円（別途みえＳＣ年会費1,000円、事務手数料500円、

保険料550円がかかります）
●対　象 幼稚園児～小学生
●定　員 10名（申込者５名以上で教室を行います）

●連絡先　みえスポーツクラブ事務局 d0974－22－3380（赤嶺・新名）

【
三
重
】

●
矢
根
　
星
奈
（
せ
い
な
）

「
祐
嗣
・
舞
香
（
大
原
）」

●
佐
藤
　
蓮
菜
（
れ
ん
な
）

「
徹
・
二
三
子
（
大
原
）」

●
首
藤
　
夢
叶
（
ゆ
め
か
）

「
太
祐
・
真
利
子
（
市
場
一
区
）」

●
森
永
　
悠
太
（
ゆ
う
た
）

「
崇
史
・
絵
里（
市
原
）」

●
三
浦
　
琳
翔
（
り
ん
し
ょ
う
）

「
徹
士
・
智
春（
下
赤
嶺
中
の
原
）」

●
西
　
ゆ
う
き

「
香
予
（
下
赤
嶺
中
の
原
）」

●
小
椋
　
広
大
（
こ
う
た
）

「
和
芳
・
久
美
子
（
上
小
坂
）」

●
生
田
　
結
菜
（
ゆ
う
な
）

「
和
孝
・
志
鶴
（
上
小
坂
）」

●
御
筆
　
悠
斗
（
ゆ
う
と
）

「
博
一
・
香
緒
里
（
上
小
坂
）」

●
村
上
　
　
凛
（
り
ん
）

「
巨
樹
・
ゆ
か
り
（
東
営
住
宅
）」

●
石
川
　
優
美
（
ゆ
う
み
）

「
智
也
・
由
香
（
向
田
住
宅
）」

●
森
永
　
匠
翔
（
た
く
と
）

「

司
・
明
日
香（
久
知
良
二
区
）」

●
今
泉
　
堺
翔
（
か
い
と
）

「
真
佐
亀
・
裕
子
（
久
知
良
二
区
）」

【
清
川
】

●
衞
　
　
あ
お
い

「
栄
一
・
優
子
（
砂
田
）」

【
緒
方
】

●
大
津
　
陽
菜
（
ひ
な
）

「
博
文
・
尚
子
（
下
自
在
）」

【
朝
地
】

●
佐
藤
　
令
音
（
れ
お
ん
）

「
俊
輔
・
み
ゆ
き
（
板
井
迫
）」

●
古
澤
　
采
純
（
あ
ず
み
）

「
誠
一
・
美
幸
（
板
井
迫
）」

【
大
野
】

●

田
野
　
楓
花
（
ふ
う
か
）

「
雅
之
・
恵
（
南
）」

●
山
田
　
愛
來
（
あ
い
ら
）

「
和
弘
・
明
美
（
田
代
）」

●
首
藤
　
光
一
（
こ
う
い
ち
）

「
栄
一
・
正
子
（
原
）」

【
千
歳
】

●

瀬
　
愛
菜
（
あ
い
な
）

「
雄
治
・
利
影
（
倉
波
）」

●
廣
瀬
　
碧
已
（
あ
お
い
）

「
聡
・
久
美
子
（
大
木
）」

●
三
宅
　
翠
南
（
み
い
な
）

「
直
紀
・
由
香
里（
壱
丁
田
住
宅
）」

●
森
田
　
結
衣
（
ゆ
い
）

「
泰
行
・
裕
美
（
壱
丁
田
住
宅
）」

【
犬
飼
】

●
衛
藤
　
あ
お
い

「
文
秀
・
一
美
（
柴
北
下
）」

●
長
野
　
百
花
（
も
も
か
）

「
彰
吾
・
真
奈
美
（
長
谷
）」

●
山

蓮
華
（
れ
ん
か
）

「
良
隆
・
美
希
（
久
原
住
宅
）」

【
三
重
】

●
川

博
文
（
50
・
川
辺
）

●
村
上
　
元
三
（
51
・
上
田
原
）

●
堀
　
　

惠
（
80
・
上
赤
嶺
二
区
）

●
後
藤
　
　
進
（
48
・
上
赤
嶺
二
区
）

●
羽
田
野
シ
ズ
ヱ
（
93
・
肝
煎
二
区
）

●
伊
東
　
五
月
（
78
・
羽
飛
）

●
赤
嶺
　
昭
生
（
72
・
下
赤
嶺
下
の
原
）

●
河
野
　

子
（
79
・
入
北
）

●
新
宮
　
範
之
（
45
・
小
津
留
）

●
衞

春
（
91
・
中
津
留
）

●
難
波
　
重
光
（
76
・
久
知
良
一
区
）

【
清
川
】

●
加

學
（
74
・
宇
田
枝
）

●
太
田
　
　
康
（
80
・
砂
田
）

【
緒
方
】

●
阿
南
　
ス
ミ
（
99
・
小
宛
）

●
若
松
ツ
ヤ
コ
（
96
・
馬
場
）

●
平
山
　
　
司
（
52
・
馬
場
）

●
佐
藤
　
譽
富
（
75
・
馬
場
）

●
後
藤
　
　
　
（
95
・
久
土
知
）

●
阿
南
　

司
（
55
・
天
神
）

●

藤
　
　
明
（
85
・
天
神
）

●

田
ユ
キ
ヱ
（
98
・
常
楽
荘
）

●
渡
邉
　
嘉
昭
（
72
・
大
化
）

【
朝
地
】

●
小
野
　
チ
ス
（
91
・
板
井
迫
）

【
大
野
】

●
甲
斐
シ
ズ
コ
（
90
・
町
）

●
河
野
　
俊
準
（
73
・
桑
原
）

●
佐

義
美
（
85
・
桑
原
）

●
堀
　
　
安
士
（
76
・
津
留
）

●
渡
邊
　
タ
ル
（
91
・
中
土
師
）

●
佐
藤
シ
ゲ
子
（
100
・
偕
生
園
）

●
甲
斐
　
克
已
（
98
・
偕
生
園
）

【
千
歳
】

●

武
夫
（
97
・
原
田
）

●
沓
掛
キ
ミ
子
（
87
・
田
原
園
）

●
後
藤
　
吉
夫
（
80
・
舟
木
）

●
甲
斐
　
秀
士
（
92
・
高
添
）

【
犬
飼
】

●
木
塲
喜
久
代
（
76
・
山
田
）

●
今
川
　

夫
（
90
・
柴
北
下
）

●
後
藤
　
早
男
（
87
・
下
野
）

●
渡
邊
　
直
衞
（
72
・
三
部
）

◇
一
般
寄
付
等[

敬
称
略]

●
市
へ
　
　
　

海
老
　
洋
（
千
葉
県
松
戸
市
）

●
常
楽
荘
へ

池
部
ス
マ
子
（
北
海
道
千
歳
市
）

トランポリン教室生徒募集！

◇
お
誕
生
お
め
で
と
う

[

10
月
中
届
出
・

「

」
内
は
保
護
者

敬
称
略]

◇
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

[

10
月
中
届
出
　
敬
称
略]
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12月 December12月 December

結婚や出産・子育てで離職
された方を対象に在宅就業の
ためのスキルアップ（技術取
得）や子育てについて一緒に
考えます。当日はパソコンで
便せん作りもします。
●日　時　12月10日（月）

【午前の部】10時～12時・【午後の部】13時～15時
●場　所 豊後大野市中央公民館（三重町）
●参加料 500円（託児料は無料）
●主　催　NPO法人 パワーウェーブ日出
●問い合わせ先　人権推進同和対策課 男女共同参画班　高野

d0974－22－1001（内線2316）

※行事については11月20日現在で決定されているものを掲載しています。
※おでかけ市長室は市長公務等により変更することがありますので、事前に支所等に確認をしてください。
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第63回国民体育大会豊後大野市開催300日前イベント（13時　エイトピアおおの）

千歳ひょうたん健康マラソン大会（８時　千歳総合運動公園）／ひょうたん祭り（13時　柴山八幡社）

大相撲豊後大野場所（８時開場　フレッシュランド三重）／緒方町チャリティーショー（昼の部13時～・夜の部17時～　緒方公民館）

行政相談（９時～12時　緒方すこやかセンター）

行政相談（９時～12時　千歳公民館）／自治基本条例市民講座（18時30分～　エイトピアおおの）

人権を守る市民のつどい（13時30分～　エイトピアおおの）

食育講演会（10時～　エイトピアおおの）／第３回いぬかい芸術文化祭（11時～　犬飼公民館）

三重地区対抗駅伝競走大会（13時～　中央公民館前スタート）

行政相談（９時～12時　清川公民館、９時～12時　朝地支所）

年金相談（10時～15時　大野解放会館）

年金相談（10時～15時　三重町商工会）

行政相談（９時～12時　市中央公民館）

スマイルEKIDEN（13時30分～　用作公園駐車場）

年金相談（10時～15時　竹田市総合社会福祉センター）

行政相談（９時～12時　大野解放会館）

おでかけ市長室（９時～11時　大野支所）

年末開場及び年末収集計画について
○開場日　12月29日（土）・30日（日）

９時～12時、13時～16時
○年末収集計画（可燃ごみ・プラスチックごみのみ収集）
※収集コース 12月29日（土）通常月曜日のコース

12月30日（日）通常火曜日のコース
○年末年始の休日

12月31日（月）～１月３日（木）

市清掃センター　d0974－22－4733

～ 自治基本条例市民講座 ～

豊後大野市自治基本条例（仮称）制定に向
けた取り組みの一環として市民講座を開催し
ます。

●日　時／12月６日（木）18時30分～
●場　所／エイトピアおおの　小ホール
●講　師／辻山幸宣氏（中央大学大学院客員教授）

「子育てネット in 豊後大野市」
に参加しませんか？

定員各10名
託児あり

●日　時　12月９日（日）11時～
●場　所 犬飼公民館

●問い合わせ先　犬飼町文化協会事務局
阿部麻子 d097－578－1378

※入場整理券300円（中学生以上）当日券あり
※ギャラリーは12月８日（土）～10日（月）犬飼公民館ロビーにて

第3回いぬかい芸術文化祭 見に来てね！

●開催日時　12月４日、11日、18日（火）
それぞれ９時30分～11時30分まで２時間　合計６時間
●開催場所 緒方町旧すこやかセンター跡（旧緒方病院前）
●受講対象者 豊後大野市民ならどなたでも
※詳細については緒方町公民館　d0974－42－3161
またはシニアネット大分豊後大野支部　広瀬征夫まで　
d0974－42－2978

※ＩＴ相談日は12月15日（土）10時から11時30分まで

続パソコン初級講座

問

平成20年１月上旬の予定
●６日（日）
三重町新春初詣歩こう走ろう大会
（９時スタート　市中央公民館前）
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